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して，その充実を見せるが，史的検討を基本とする本研究においては，近代図   
4  
書館の確立期に主流となった書名目録，著者目録を構成要素とする記述目録  
（法）のそれに集中する。   
「まえがき」では研究の意義，研究にかかる経緯等について記し，本研究の  
独自性を確認する。   









る国においても適用されるに足るものであることを指摘した。   
「2 本研究にかかる経緯」においては，筆者がこの研究に至った経緯を記  
す。筆者の，年数だけは永い日録規則研究行動とその経過を記し，その研究の  
積み重ねが，ささやかながらこの分野の研究史の一端を担ったのではないかと  
の自負を示した。   





示し，それらに比して当論文がいかなる知見を加えたかを示す。   
「序説」においては，図書館サービスの進歩と目録の機能，書誌コントロー  
ルと「日録」，標準目録規則成立のための条件について論を展開する。   
抄録 5  






る国の日録，目録規則に影響をもちうるか否かを問う。   










なった。（同書 p．2，序説 2）標準化の必要性）。なお『日本目録規則1987  
年版』（1987年）及び『日本目録規則1987年版改訂版』（1994年）においても，  
全く同じ規定がある。本稿においても，上記と同様の認識で論述する。   
「3 書誌コントロールと「日録」：技術としての日録の機能」において  
は，“日録規則”という視点から近代図書館の書誌コントロールについて考察  
している。目録規則標準化の達成度をメジャーとして，図書館日録規則の到達  
段階を計るものである。   




日録規則検討のための準備とする。   
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成と成果を確認する。   
［本文］は，当論文の中心としての 「第一部」，「第二部」，「結論」 から  
成る。   
「第一部 日本にぉける標準目録規則の沿革」においては   







る。本論者においてもその検討を行い，否定的立場をとる。   










便利であることに気づき，書名目録が主流となる。そうなった要因は分類日録   
抄録 7   
の下で，各記入の冒頭に書名が記されていたこ とにあると考える。他方洋書に  
関しては，主として米国図書館協会簡略目録規則にならった著者基本記入方式  





年）の附録として初めて一般に公表されたことによる。   
「2－2＜和漢図書日録編纂概則＞日本国書館協会編1910年」   
上記1893年の日録規則は1910年に改訂された。同様に和漢書用の目録規則で  
あるが，旧版に比して整った規則と見ることができる。また『図書館雑誌』8  
号に発表されており，その点での標準性は明らかであると言えよう。   



















準目録規則の基盤に取り入れられるものとなった。   














の策定による不十分さも残した。   









重視し，重厚な規定で構成された和洋の資料双方に適用される標準目録規則で   













・カード方式”と称した。   














個人名，参考とした日録法などは同目録規則内の目録委員会報告に記されてい   
10   
ない。他の「日本目録規則」諸版と異なる点である。前述“限界性”以外の同  
規則にある特徴，特に非基本記入方式は以後の「日本目録規則」諸版上に継承  












つの空白の章（第8，第10，第11）を残した。   









「3 日本の標準日録規則に対する総合的検討」   
日本における以上10の日録規則は，次のように区分できると考える。   
①書名基本記入方式の日録規則   
2－1「和漢図書目録編纂規則」（1893年）：その討議，記録，公表において   
抄録11  
不十分さがあり，規則名自体も安定していない。標準日録規則の要件  
を些か欠いたと見る。   
2－2「和漢図書目録編纂概則」（1910年） 諸手続きの面において充足度  




じられる。   
②著者基本記入方式の目録規則   
2｝と『日本日録規則1942年版』（1943年）：私的団体が策定し戦中期で実用  
も進まなかったが，2－5『日本目録規則1952年版』（1953年）の母型に  
なったことで標準目録規則の実質を具有するものと見る。   
2－5『日本目録規則1952年版』（1953年）：日本国書館協会が編纂した最初  
の著者基本記入の「日本目録規則」である。   
2－6『日本昆録規則1965年版』（1965年）：正面から国際化を実現した日本  
最初の標準目録規則である。   
③非基本記入方式の日録規則   
2－7『日本目録規則新版予備版』（1977年）：この規則によれば物理単位で  
記録を作成される。“予備版”との名称であるが日本全国書誌，Ja－  
pan相加瓜Cがこれに従っており標準日録規則の実質を得たと見る。   
2－8『日本目録規則1987年版』   
2－9『日本目録規則1987年版改訂版』1994年  書誌単位での記録を行う。   
2－10『日本日録規則1987年版改訂2版』2001年  




ル：議論の蓄積とその意義”を取り上げた。特にそれらの議論における主たる   
12  
論者，背景などについて検討し，それらの議論が新たな標準目録規則の策定を  
促したことに考察する。   
「1主記入論争と「日本目録規則」の諸版」   
別名“基本記入論争”ともいわれる論争について考究する。これは和漢図書  












パターン”を把握した。   




であった著者基本記入論が後退するという事態が起こったことを確認した。   









ものであることを確認する。   
「4 電子化時代の日録法理論：瞥見」  
書誌記録に使用されるメディアの変化と目録規則の発展の相関について目録規  
則の研究を通じて考察する。   




じた。   





点を得た日本の標準目録規則が，国際性，将来性を有し得ることの確認。   









「第一部 日本における標準目録規則の沿革」関係では下記を発見とす  
る。   
14   
「1標準目録規則成立の前提」では，序説の③で確認した“標準日  
録規則の要件”を近代日本における国レベルの各目録規則に当てはめ，  
その要件が如何に充足されたかについて検討，把握したこと。   





定された目録規則であることを把接した。   
「3 日本の標準日録規則に対する総合的検討」では，日本における  
計10の目録規則が3種に区分されることを指摘した。   
① 書名基本記入方式の目録規則（2－1，2－2，2－3）   
② 著者基本記入方式の目録規則（2－4，2－5，2－6）   
③ 非基本記入方式の目録規則（2－7以下）。さらに下記に2分さ  
れること。  
物理単位で記録する方式（2－7），書誌単位で記録する方式  
（2－8，2－9，2－10）   
「第二部 目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に」関係における発  





ることを指摘した。   
「2 記述独立方式と森耕一」では，『日本目録規則新版予備版』  
（1977年）が採用した非基本記入方式に基盤的理論を供した「記述独立  
方式」と同方式の命名者・森耕一が，自身相対目録法の発見者と称する  









1 目録法，目録論の現在と未来：目録衰退論とその超克  
2 将来の目録・日録規則：日録研究の方向性の確認  
3 まとめの3岬1は“発見”に関する記録そのものである。   

















する国の目録，日録規則に影響をもつと考える。「日本日録規則」は和書中心   








付・近代図書館における標準日録規則年表   
最後に近代日本の標準目録規則を中心とした年表を付した。これは，簡略で  
はあるが，本論文の記事に関する静的な補記とする目的を有する。   
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ま え が き  






ら主要なものを厳選し（1主記入論争と「日本目録規則」の諸版，2 記述  























録規則に影響を及ぼすことを主張する。以下各部の意義について詳述する。   




















則へ勝承されることを論述する。   
［本体］第二部に関する意義としては，第一部で掌接した日録規則について  
論議された目録論のうちから，顕著な数項目を採り上げて論評したこと，これ   
























2 本研究にかかる経緯   
筆者がこの研究に至った経緯を記すことで，ささやかながらこの分野の史的  
























2－2 『日本員銀規則1965年版』による目録作業への従事，実務上の困惑  
1966年春，洋書目録担当となる。当時，日本の大学図書館では印刷カードの  
利用は進んでおらず一般的に自館で日録記入を作成していた。同大学図書館は，  
『日本日録規則1965年版』を，洋書用の標準目録規則としても使用することと   

























界』19（6）：1968）   
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本図書館研究会の50年』：1996；ⅠI「整理技術研究グループ」志保田務 p．71）。  
その実質は，非基本記入方式である記述独立方式を評価するための活動であっ  
た。  










目録が書名目録であり，記述独立方式の原案者とも言える横井時重民（参照：   



























かの提案を行った。私の主張の核は，基本記入方式の否定にあった。1975年の   













員を辞した。   
当時，日本の日録界の課題は，『日本目録規則新版予備版』と機械編纂化に  
よって利用法が容易化した国立国会図書館（NDL）印刷カードであった。また  
民間カード，“整理委託”が現れた。これらに関する次の小論を書いた。   
「業者カードの現実とそれが提起しているもの」『図書館界』30（1）；  
1978．5，p．6－9p．   
「印刷カード事業における国立国会図書館の役割」（我が国における印刷  
カード事業の史的考察）『図書館界』30（6）；1979，p．233－239  




用したことである。これに関して以下の論文を発表した。   
「書誌記述に関する研究序説：日本目録規則・新版予備版を中心に」『桃   
まえがき 29  
山学院大学人文科学研究』15（2）：1979．10，p．133－141   
「日本目録規則新版予備版の規則構造に関する研究稿」『図書館界』  





1980年代後半には“日本目録規則の本版化”を巡る激しい論戦に加わった。   
「日本目録規則本版第2次案批判」（共著）『図書館界』38（2）；1986．7，  













本目録規則本版案」が採用を予定している書誌単位を支持した。   
「日本目録規則本版案における書誌階層及び書誌単位規定に対する一考察」  
『整理技術研究』23；1986．12，p．45－53  
2－9 『日本目銀規則1987年版』の評価と“書誌単位”論の推進  





立の当時，書誌階層規定の理解促進のための論文を記した。   
「書誌階層関係概念の理解のカテゴリーを求めて」『整理技術研究』24；  
1987．10，p．49－57  
2－10 『日本目録規則1987年版改訂版』（1994）の評価と“書誌単位”議論  
の集約  
1990年代初頭，書誌単位に関する目録界の理解はまだ不十分であった。その  
状況下，書誌階層に関する内外の論説を，下記の論文にまとめた。   
「書誌記録の単位・レベル：議論の蓄積とその意義」『TP＆D フォーラ  




（1994）を含んで」『TP＆D フォーラム シリーズ』Ⅴ；1996．7（北  
克一氏と共著），p．49牒3  
「＜日本目録規則1987年版改訂版＞への意見と提案：書誌階層構造をはじ  
めとして」『整理技術研究』40；1998．7，p．ト10（古川肇氏と共著）   
「続＜日本目録規則1987年版改訂版＞への意見と提案（上）」『整理技術研  




『整理技術研究』42；2000．2，p．13－18（北克一氏と共著）   
まえがき 31   






性格を持っている。   
私が目録法の相対性に関する研究に着手したのは1980年代半ばである。森耕  










日本図書館情報学会研究大会発表 2001．10（共同発表）   
その後，書誌単位論に進み，下記の例に示すように日録規則史，目録（論）  




3 先行研究書誌  





ら除外した。   
1962．8 加藤宗厚「CataloguingandclassincationofbooksinJapan」『Ran－  
ganathanFestschrifts，VOl．1：LibraryScienceToday』1962．8 ＜関係部  


















時間軸において『日本目録規則1952年版』までを扱うにとどまる。   
1962．10 高橋寮四郎「基本記入から見た目録規則の発展」『図書館研究シ  
リーズ』no．7 p．55－91  
概要   
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1965．7 小林花子 「明治初期上野図書館における日録編纂史稿（上）」   

















1969．7 加藤宗厚「目録とその背景」『私立大学図書館司書研修会報告   
書』9，私立大学協会（加藤宗厚『喜寿記念論文集』日本国書館協会  
1971．11，p．402「424 所載）  
概要  
「和漢図書目録法」 （1932年）から『日本目録規則1965年版』ま  
























ある。   
本論文執筆の時点から見て，言及されていない部分  
『日本日録規則ユ965年版』の時期までを対象期間としている。  
1978．12 志村尚夫『目録学序説：原理と事例からのアプローチ』学芸図   
書  
概要   
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と『日本日録規則新版予備版』の対照表を有している。   
1980．10 志村尚夫『概説日録法：目録原則からコンピュータ目録まで』  
ぎょうせい  
概要  
「第4章 目録および目録法の歴史＜7 明治・大正期の日録＞＜  







1980年代以降については扱われていない。   






て重厚さに欠けるきらいがある。   
以上は先人たちによる先行研究であるが，この領域における私個人の関係業  
績は下記のとおりである。   
1987．10 志保田務「図書館目録をめぐる国内の動向：目録の機能，目録   
36   










1992．6 志保田務「書誌記録の単位・レベル：議論の蓄積とその意義」   





2001．1志保田務「図書館と日録，その関係：この一世紀」『21世紀の図   








2002．3 志保田務「Cataloging RulesinJapan andAnglo－American Ca－   
taloguhgRules：inthePastCenturyandPresent」『桃山学院大学環太平   
洋圏経営研究』第3 p．3－26   




がある。   





どまる。   
2002．9 志保田務「＜記述独立方式＞と森耕一：非基本記入方式の成  




版予備版』におかれている。   
2003．2 志保田務「目録規則標準化年表：日本図書館界を主対象に」  








年），「和漢図書目録法」（1932年）を中心村象とするにとどまる。   
これら先行研究に学びつつ，自身の業績の活用を土台として本論文を論述し  
た。   

序 説 41  










『図書館ハンドブック 第5版』の定義に従う。下記に確認する。  
［目録法は］目録の書誌的記録を作成するために行なわれる諸々の作   
業。［限定すると］記述目録法（descriptivecataloBing）にあたるところを  












その考察においては書誌コントロールの現実を注視する。   









誌的小宇宙の形成，書誌コントロールに言及しようとする。   
私は標準目録規則の要件は次のところにあると考える。  


















機能に関係した技術面の相克であった。   
序 説 43   
注）  
1）Grose，M．R．＆Line，M．B．LLOntheconstrucitonandcareofwhiteele－   
Phant：SOmefundamentalquestionsconcerningthecatalogue”L／ibraryAs－   
ぶOCぬ蕗07もfねcoγd，70（1），January1968，p．2．  
2）Dunkin，PaulS．“Catalog血gU．S．A．”AmericanLibraryAssociation，C1969，   
p．11．  
3）日本国書館協会図書館ハンドブック編集委員会締『図書館ハンドブッ   
ク』第5版 日本国書館協会，1990，p．230  
4）河井弘志『ドイツ図書館学の遺産』京都大学図書館情報学出版会 2001，   





logandthemeanstoreachthem），77LeCO7WβptuaLjbundationsQfdescrip一   
助ecataLoging，editedby ElaineSvenonius，San Diego，AcademicPress，  
1989，p．2．  
Wilson，Patrick“Interpretingthesecondobjectiveofthecatalog”，Library   
Quarterly，59（4），1989，P．339¶353．  




る。“目録”こそ，この伝達“メディアけであるといえよう。   
“開架制’’の時代，利用者は図書館の蔵書から必要な資料を入手するため  
に，出納カウンター係員に“請求手続”をとることが必要であり，日録の具備   
44   



























の標準化を遥かに凌駕する速度があると考察する。   

















3 書誌コントロールと「目線」：技術としての目録の機能   
近代図書館が世界に成立して以来百数十年が経つなか，図書館サービスはさ  
まざまの形で進展した。現在，図書館が提供する情報も，電子化などによって  





持つ手支術的なとりきめが有用なること，もはや問題にもならないくらいだ。   
図書館学自体が，書誌（目録）と，それに関係する技術をベースに成立し，   
46   





図書館学の核となっていた。   
渋J】t雅俊は図書館員の目録を中心とした技術について，次のように述べてい  
る2）。   
① メッセージを求める人々について知る技術：ユーザーズスタディ   
② 資料について知る技術：ビブリオグラフイ  











段・方法である。   
また「ビブリオグラフィツク・コントロールが，今日，図書館員が取り組む  
べき中心的課題であることは，疑う余地はないであろう」という6）。   
さらに渋川雅俊は，E．SvenoniusとT．Bestermanから引いて主張する7）8）。  
日録法はビブリオグラフィツク・コントロール技術，コントロール技法  
で，それが，今日のライブラリアンシップにおける中心課題となっている。   
その結果「各時代の日録法を調べると，それは図書館経営法の中核を成して   





世紀初期のうちに日録法など技術的問題は解決されてしまった。   
しかし，近代図書館が営々と練り上げた日録技術，目録法は，直接サービス  
を重視する側からの目録批判や，目録の機械可読化，ネットを通じての集中，  
分担化の進展をもとに種々，方向転換を示した。   
図書館人は，「目録」それ自体や図書館目録特有の書誌技術を超えて，直接  
サービスや図書館経営，書誌コントロー ルや世界書誌調整等の問題に関心をお  









る作業を指している。   
注）  
1）Butler，PierceAnintrDductiontolib和rySCi8nCe，Chicago，Universityof  
ChicagoPress，1933，P．117．   
2）渋川雅俊『目録の歴史』（図書館・情報学シリーズ；9）勤葦書房，1985，  
p．24   
3）Egan，M．E．＆Shera，J．H．“Prolegomeratobibligographiccontrol”LIour一  
丁lαょがCα£αヱogわ喝α硯dCぬぶぶ所Cα昆0？l，5（2），1949，p．17－19．   
4）根本彰『文献世界の構造：書誌コントロール論序説』勤葦書房，1998，   
48  
p．150  
5）渋川雅俊 op．cit．，p．26  
6）Bookstein，A．〔etal．〕“prospectsforchangeinbibliographiccontrol”   
P7－OCee〔Zわ喝ざ¢’f加m哀γ吻－e毎最A¶′柁祝α～C7ち桓ナ℃乃Ceげ抽e Gmd㍑α£eエ官－   
bra†甘School，Nol）ember8－9，1975，Chicago，UniversityofChicagoPress，  
1977，p．1．  
7）svenonius，E．“Directionsforresearchinindexing，Classi且ca－tion，and   
Cataloging”Lib7u7yResourcesand7bch77icalSen）ices，25（1），January／   
March1981，p．88．  
8）Besterman，T．ThebeginingQfsystematicbibliographyOxford，Oxford   
UniversityPress，1935，p．81．  
9）Pungitore，Verna L．Publiclib7Ⅵrianship：anissues－Oriented ap－   
PrOaCh（Contributioninlibrarianandinfbrmationscience；nO．63），New   
York，GreenwoodPress，1989，p．218．  
10）志保田務 「集中t分担日録時代の整理業務の位相」『図書館界』47  
（3），1995，Pl12－121  
ユ1）根本彰 op．cit．，P．37－39  
12）Chan，LoisMaiCatalogillgandclassi7ication：al乙inlroduction，New   
York，McGraw－Hill，1981，p，12．  
4 目線メディアの進化と目録規則の進展   
目録の物理的形態は，近代図書館出発時には大方が冊子目録であったが，19  




機，複写機を活用した印刷カード活用の時代を迎え，目録記入作成の労は軽減   





点に迫った論考である。   
こうしたなか「機械化」は，マイクロ化などを経て，最終的には「機械可読  
目録」（MARC），コンピュータ目録となる。時代は「機械化から電子化へ」  



















の衰退，電子化時代の到来を日本（人）に告げようとしたのであろう。   
日本においては1960年代から機械化日録への取り組みがなされ，1981年Japan／   
50   
MARCが正式稼動，一般頒布に入った。またそのCD－ROM版であるJ／BISC頒布  
が1988年始まった。なお民間MARC（NIPPAN，TRC，OPL等）が並行している。   
『日本日録規則』は1980年代以降，国際化，機械可読目録，マルチメディア  
化に照準をおいた策定に進んでいる。   
注）  
1）Grose，M．R．＆Line，M．B．，“Ontheconstructionandcareofwhiteele－  
phants：SOmefoundamentalquestionsconcer血ngthecatalogue”，L，ibra†甘   
AgざOC由占わ常用ecoγd，7（り，Jan，1968，p．2．   
2）Hunter，EricJ．『インテリジェント図書館：消えゆくカード日録』青木   
利行訳，雄松堂出版，1988，236p．（原書名：Computerizedcataloging，   
1988年刊）   
3）Lancaster，F，W．『紙なし情報システム』植村俊亮訳，共立出版，   
1984，205p．（原書名：Towardpaperless山formationsystems，1978年刊）  










［図書館の］利用率に至っては未だ英米の図書館に遠く及ばないのは遺   
憾の至りである。其の原因は二 三にして止まらないであろうが，目録法   
の統一のないことも確かに原因の一つをなして居るであろうと信じる。   














となった項目を挙げる。   
第一は，前提的な一定レベルの環境，換言すれば実質的な模範（モデル）に  
あたる存在があることである。これは，下記の項目にわたるものと考える。   
（1）その国に伝統的な書誌記録法の存在すること   
（2）国際的な日録規則モデルが存在し，それを参照できること   
（3）近代的な意味での国立図書館または，リーダー的図書館が存在するこ  
と   
（4）上記，（3）の図書館における－館目録規則（内規を含む）があり，刊行  
されていること   
以上の項目は（1）から（4川こ向かって進み，（4）（指導的図書館の日録規則）が新  
設図書館の目録作成の基準，目録規則として使用されたと考えられる。   
第二は，標準日録規則策定に進むための基地的存在があることである。その  
主要な論点は下記三点である。   
（1）国の図書館協会などによる目録規則の策定行動  





4）同協会の目録規則としての正式決定（理事会決定）   
（2）同協会機関誌などへの目録規則の公表   




る。   
注）  
1）田中敬「日掛去統一の希望」（第21回目本国書館協会協議会提案要綱）   
『図書館雑誌』21（11），1927．11，p．317   
2）志保田務「日本における標準目録規則実質決定システムの変遷に関する   
鵬考察」『図書館界』54（2j，2002．3，P．116－121   
第一部 日本における標準目録規則の沿革   
第一部 日本における標準日録規則の沿革 55  
この第一部は，日本における標準目録規則の沿革  
について史的に考察するものである。  
1 標準目録規則成立の前提   
ここでは，日本における標準目録規則の生成，発展について，「序説5 標  
準日録規則成立のための条件」に記したところに照らして検討する。  









Lよじゃくかん   
この書誌記録法の伝統が，日本最初の近代図書館とされる書籍館（1872年）  
に引き継がれた。書籍館は寄贈，移籍によって初期の蔵書構成をしたが，それ  






開成所から，洋書   
上記の館では，前記のように各記入を粗分類のもとに書名から記す形をとっ  









1－2 国際的な計録規則モデル   
黎明期の近代日本図書館界は図書館経営上，英米（特に米国）のそれをモデ  
ルとした。   
田中敬が言った3）“現代の図書館は其の範を欧米の図書館に取ったもので，  















用を拒絶しようとした面があった。図書館における実態を考察すると，田中敬   




られる。当時の図書館界の情勢は次のように整理できるであろう。   
（1）従来の“文庫”の記録法への執着があった   
（2）和漢書と洋書のあいだに造本上の違いがあった   
（3）西洋目録規則，西洋の言語習慣に対応できなかった  
① 記述の文法的なものが摂取しにくいこと  






1－3 国立図書館，指導的図書館と，その冊子目録の編纂，刊行  
（1）国立図書館等の存在   
日本において近代的な“国立図書館”の機能を有する図書館がいつ成立した  
かについては議論のあるところである。   







場をとっている。   
次に②，「東京書籍館（1876年）」を始祖とする立場がある。   
58   
これは，1875年4月，新しい蔵書をもって開館した束京書籍館を挙げるもの  
である。主張者は，その主たる理由を，その蔵書が帝国図書館（ひいては国立  
国会図書館）にも引き継がれていることに求める7）。   
最後に③，「帝国図書館（1897年官制公布）」を国立図書館の最初とする立場  




る。   
「国立図書館がいつ成立したか」を問う場合，「国立図書館とは何か」を定  
義しておく必要がある。「国立図書館」の要件は，時代その他，評価の規準を  
どこにおくかで変わるであろう。ここに一つの規準を借りて検討する。   
UNESCOの「アジア・太平洋地域の国立図書館発展に関するセミナー」（マ  
ニラ1964）の定義である9）。  
1）図書館界でリーダーシップをとる   
2）国内の全出版物に関して永久保存する   
3）出版物以外の資料も収集する   
4）書誌サービスを提供する   
5）協力活動のセンターとなる   





これを最初の国立図書館と見る立場を採っている。   
東京書籍館は，三年足らずで閉館するが，国立図書館機能を有していたと考  
える。理由は，館長補永井久一郎を専門官として館界にリーダーシップを発揮  
したこと，内務省にその事務が移管された納本制度のなかで一冊を同館に収め   













館和漢書分類目録』を発行した。さらに1897年，帝国図書館と改称する。   
なおこの時期，束京大学（帝国大学または東京帝国大学）では次の目録を発  
行している。同図書館はわが国大学図書館中の“代表的な図書館”であり，そ  
の図書館目録の発行は，大学図書館の標準目録規則策定上の礎石と考える12）。   
1880年『東京大学法学部・理学部・文学部図書館和漢図書日録』   
1891年『帝国大学図書館和漢書日録（仮字別）』   
1893年『帝国大学図書館和漢音分類目録』   
1900年『東京帝国大学附属図書館和漢著書名目録増加第一』（明治21－31年）  
1柵4 標準目録規則策定のための機関   
























時代別／館種別  帝国図書館   大学関係 （東大）（私大）  公共図書館   
日本文庫協会時代  田中稲城  和田万吉 市島謙吉  
日本図書館協会 ［明治期］  西村竹間  渡辺又次郎   
和田万吉田中一貞  
同［大正期］   太田為三郎   姉崎正治   今沢慈海  
今井寛一   




1919年，日本国書館協会は「府県立回書館部」を設置した（「図書館協会会   



















協議会はのち1943年に，同協議会独自の目録規則「和漢書目録規則 第一編」  





古川肇「森銑三『近代名家著述目録と同後篇』について：江戸時代にお   
ける著者別書目の系譜」『資料組織化研究』44，2001．7，p．3卜33   
2）『国史大辞典』第12巻，吉川弘文館，1991，p．838．これによると「本   
朝書籍目録」は，神事，帝紀，公事，政要，氏族，地理，類緊，字類，詩   
62   
家，雉抄，和歌，和漢，管弦，医書，陰陽，人々伝，官位，維々，稚抄，   
仮名の20門に分類。  
3）田中敬「日録法統一の希望」（第22回日本全国図書館協会協議会提案要   
綱）『図書館雑誌』 21（11），1927．11，p．317  
4）Keeney，PhilipO．LLJapaneselibrariesarewar－darnaged：publiclibraries   
sufferedmostseriouslossesofcouectionsbutuniversityandprivatecollec－   
tionswerealmostuntouched”，Librar甘Jbumal，Mayl，1948，AmericanLi－   
braryAssociation，1948．1，P．681－684．  
Keeney，PhilipO．”MeetwiththeJapaneselibrarians”，LJibrtlア甘JburnaL，   
Mayl昂1銅8，AmericanLibraryAssociation，1948．5，p・768－772・  
この邦訳は下記に拠った。  
小倉親雄「アメリカ人の見た日本の図書館」『図書館界』2（1）：1950．3，   
p．23  




8）国立国会図書館監修『国立国会図書館百科』出版ニュース社，1989，   
p．8－9  
9）鈴木平八郎『国立図書館：近代的機能の展開』丸善，1984，p．針10  
10）岩猿放生［ほか］共編『新・図書館学ハンドブック』雄山間，1984，   
p．23  
11）小林花子「明治初期上野図書館における目録編纂史稿（上）」『書誌   
学』復刊新1号，日本書誌学会，1965．7，p．7針93  
和漢書籍目録凡例十三條  
ト一山】 一凡ソ皇国ノ文字髄裁こ法ルノ音ハ，内外人ノ著述ヲ論セス，絶テ和書ト  
ス，凍土二法ルノ審ハ，漢書トスルモノハ，洋書ノ，各某国語二従テ類ヲ分   
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ツニ致フナリ   
に】 一文字鰹艶 漢書二法ルト雄トモ，皇囲人著述スル番ハ，一切和書トス，  
漢土人著述スル蓄卜雛トモ，播州湊川楠公碑銘ノ類ハ和書トス  
【三】 一漢書ヲ注解スルこ，和文ヲ似テスル経博絵師二類ハ，内外人ノ著述ヲ論  
セス，原文ヲ主トスルガ故二，漢書ノ類二人ル，和書ヲ注解スル書モ亦コレ  
ニ放フ  
【四】 一和漢廟文ヲ緊メテ州都ノ書ヲ成ス和漢朗詠集ノ類ハ，皇国ノ用二供スル  
ヲ主トスルカ放ニ，和番ノ類二人ル，他ハ，コレニ致フ  
【五】 一文字饅裁漠土二法ルト錐トモ，事賓ハ，和漢洋ヲ併記スル和漢年契ノ軌  
皇国ノ用二供スルヲ主トスルハ，和書ノ類二人ル，他ハ，都テ此例ニアラズ   
【六】 一和漢南審，各部類ヲ分ツテ六門トシ，六門中，人名部類ヲ分ソテヲ数日  
トスル左表ノ如キハ，四庫全書粗目等ノ書卜甚夕同シカラスト雉トモ，是皆，  
西川各国書籍院類目部分ノ法二致フナリ   
【七】 一書名ノ下二審敷ヲ記シ，古ヘヨリ巻相集亡シ，紋巻卜確定スルハ（今紋  
何巻）トシテ，書冊ノ亡不亡ヲ示シ，失亡ノ確定セサルハ（何番紋）ト記シ  
テ，後日ノ考走ヲ待ツ   
【八】 一書名記載ノ順鋲ハ四庫全書絶冒・軍書山一覧等に接ルト，雑トモ，或ハ然  
ル能ハサルモノハ，事賓ノ先後，又ハ，著述者ノ新古ヲ似テ列叙ス  
【九】 合巻・分巻二閲セス，雷名ノ最下工何十何本卜記スルハ，書瀞ノ現数ヲ知  
り易カランカ焉ナリ  
【十】 w・書名ノ下二撰者ノ姓名，井二審中ノ大意ヲ記スルハ，専ヲ黄小ノ鵠二計  
ルユへ，信長記・豊臣秀吉譜ノ類ハ，別二審意ヲ記セス  
【十－】 一息団こ限り，撰者ノ姓名及ヒ書中ノ大意ヲ記スルニ，左右大臣以上ノ  
位官アルモノハ（某公）ト記ス，朝廷尊爵ノ憲二従フナリ  
【十二】 一書中ノ大意ヲ記スルニ，続ヲ朝廷二係ル歴史徴ノ類ハ，（某帝某年鍍）  
ヲ記シ，統ヲ，人臣二係ルニ日本外史及ヒ玉鹿・玉海ノ類ハ，年被ヲノミ記  
ス   
ト三】 一一著述者ノ姓名全ク俸ハラサルモノハ，（撰人不知）ト記シ，未夕詳クナ  
ラサルモノハ，暫ク凝ヲ閑テ記セス，他日ノ考定ヲ待ツ   
12）高野彰「東京大学法理文学部図書館史」（3）『図書館界』28（4），  
1976．11，p．163－171   
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高野彰「帝国大学図書館史」（2）『図書館界』29（4），1977．11，p．165－168  
13）志保田務「EI本における標準目録規則実質決定システムの変遷に関す   
る一考察」『図書館界』54（2），2002．3，p．116－121  
14）宮坂広作『近代日本社会教育史の研究』法政大学出版会，1968，p．132   
－134  
草野正名『図書館の歴史』3訂，学芸図書，1970，p．275  
15）志保田務，北東一「戦前期における大学等の総合目録／日録規則策定   
に関する史的考察」『日本図書館情報学会（発表）』2003．10  
2 標準目鼻規則の策定  
日本図書館界各期の標準日録規則について考察する。  
2－1「和漢図書目録編纂規則」日本文庫協会編（1893年）  
2－1－1 目線規則の策定過程と規則内容  












の内容を定めた。   
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2）規則内容  
日本文庫協会は1893年第二例会（6月）において太田為三郎委員の提案の  
ママ もとに“日録編碁規則例解”を審議した。その上でこの“例解”の本文部分を  
「和漢書目録編纂規則」とし，印刷物を参会者に「頒布」した。これが日本最  
初の標準目録規則の“成立’’と解されている。   
「和漢国書目録編纂規則」の内容は次の通りである。ただし成立時点とされ  
る日本文庫協会1893年第二例会で「頒布」された記録物については未見であり，  
公刊された文部省編『図書館管理法』（金港堂書籍，1900）上の記事による2）。   
凡ソ和漢国書目録ヲ編纂スルニハ左ノ法二従フベシ  
第山・＋二番名   
イ 書名ハ表紙戎ハ其裏面叉ハ巻首二記セル表題ノ中最モ詳細ナルモノヲ取り決シ  
テ之ヲ改刑攣吏スベカラズ但シ漕語其他不必要ナルモノハ此限ニアラズ然レドモ  
古書又ハ珍書ハ成ルベク精密二記入スベシ   
ロ 叢書ハ其下二組冒ヲ列記シ更二之ヲ各々分出スベシ   
ハ →畜ニシテ両名アルモノハ副名ヨリ本名二参照ヲ付スベシ   
ニ 書名二二様以上ノ讃方アルモノハ各々英語方ヨリ取ルカ或ハ→方ヨリ他二参照  
ヲ付スベシ   
ホ 書名ヲ明瞭ナラシムルニ必要ナルモノハ之ヲ揺載シ括弧〔〕内二記入スベシ  
第二  著者名   
イ 著者姓名ノ分明ナル者ハ其姓名ヲ取ルベシ   
ロ 著者ノ姓或ハ名ノ分明ナラザルモノハ其分明ナルモノヲ取ルベシ   
ハ 著者ノ本名分明ナラザルトキハ襲名ヲ取ルベシ   
ニ 叢書ハ其編輯者ノ姓名ヲ取り其収ムル所ノ番ハ各々其著者姓名ヲ取り之ヲ各所  
二分出スベシ   
ホ 国，市，町，村，協会其他国体ノ編輯二係ルモノハ各々其固体名ヲ取り特 二  
著者ノ記名アルモノハ其著者ヲモ取ルカ若クハ著者ヨリ参照ヲ付スベシ   
ヘ 定時刊行物戎ハ無名氏ノ著者ハ共著名ノ首字ヨリ記スベシ但シ必要ナラザル冠   
栴，髄数等ハ之ヲ省クベシ  
ト 餌講書及ビ註樽書ハ原著者井二鋼帯者，註繹者ヲ取り原著者不分明ノ駅評者及  
ビ本文ナキ註繹者ハ疏評者，註繹者ノミヲ取ルペシ   
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チ ニ人以上ノ合著二係ルモノハ最初二署名セル者ヲ取り其他ノ者ヨリー々参照ヲ  
付スベシ  
リ 訴訟ノ報告，判決ハ民事ハ最初署名ノ原告ヲ収り刑事ハ被告ヲ取り船舶二関ス  
ルモノハ其船名ヲ取ルベシ   
ヌ 結婚シタル婦人其他姓名ヲ攣換シタル人ハ最後ノ名ヲ取ルベシ   
ル 本名ヨリモ攣名ヲ以テ騎ク著ハレクル者ハ攣名ヲ以テ本名二代用シ而シテ本名  
ヨリ攣名二参照ヲ付スベシ但シ疑ハシキ場合ニハ本名ヲ用ヰルベシ   
ヲ 協会ハ其会名ノ首字ヲ取り（冠稀ヲ除ク）尚同協会ガ世二知ラルル名稗殊二其  
所在地ノ名柄（若シ此名栴ヲ以テ知ラルルトキハ）ヨリ参照ヲ付スベシ  
第三  出版諸件   
→書名又ハ著者名ノ後二左ノ諸件ヲ其順序二記入スベシ但シ括弧内ニスルモノハ編  
者ノ随意タルベシ   
イ 出版ノ度数 口 冊数 ハ 出版地 二 出版年月 ホ （出版人）へ  
???
固肖像若クハ本文中二含包セラレザル囲毒ノ数）ト （製本ノ種類）  
書ノ大小  
第四  億考及ビ目次  
イ 備考或ハ書冊ノ目次ハ唯書名ノミニチハ其書二記セル事項ヲ解シ難キ場合二之  
ヲ掲グベシ   
ロ 凡テ固書ヲ捜索スルニ便ナル参照ハ常二之ヲ付スベシ  
第五  排列   
イ 書名，著者名其他ノ排列ニハ凡テいろは順或ハ五十音順ヲ用ヰルベシ。（以下，  
略）   
ロ 同著者ノ著述ハ左ノ順序二排列スベシ（以下，略）  




分かれるという例がある41。   
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表2 『図啓館ハンドブック』に見る「和漢書‥・」と「和漢図書…」の不一致  
版．出 版年   本文中表現  年表内表現  索引上表現   
①［初版］1952年  和漢図書‥  （年表不在）  （索引不在）   
（参改訂版1960年  和漢図書   和漢書   （索引不在）   
③増訂版1964年  和漢図書   和漢書   和漢書   
④第4版1977年  和漢図書   和漢書   和漢書   






年）に関する索引項目を有していない。   
図書館学関係のほかの辞典，ハンドブック類における，当該目録規則の名称  
表現を確認しておく。  
表3   
なお，宕猿敏生［ほか］編著『新・図書館学ハンドブック』（雄山間1974年）  
はこの目録規則に関する記事を有していない。   
このように，日本最初の標準日録規則にあたる目録規則の名称は何故不一致  







探ったところに，この不一致の端緒があるようにうかがえる。   
本論文では，同規則の正式発表と見られる1900年刊の『図書館管理法』にお  
ける表示に従って，「和漢図書目録編纂規則」と称する。  
2－1－2 評価  
















られる。   
この規則は，後の時代，1930年代に議論の的となる両基本記入方式併記の「和  
漢図書日録法」（案）と同じ次元の日録ではなかったか。あるいは，基本記入   







同規則は記入事項の順位を確定せず，実際家の自由選択に委してある所   
から，各館思ひ思ひの順位をさだめることになり，遂に拭が国の図書目録  
をして不統一極まるものたらしめたのは頗る遺憾とする所である。   
なおこの引用文献の，当該記事に先行する－一文で田中敬は同規則を「和漢図  
書編纂概則」と記し，当時通用の規則の名称をあてる誤りを冒している。  










編纂法二就テハ学者ノ所説未夕一定セズト雄モ字書憶日録ヲ以テ至便卜   





で公の場に姿を現したのは，1900年7月発行の文部省編纂（田中稲城執筆）『図   
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書館管理法』（金港堂書籍）が附録としてこの規則を掲載，発行した時である。  







① 帝国図書館設立の見通しが出ていた  








本文庫協会の目録規則に求めようとしたと考えられる10）。   
次に②について。日本文庫協会への大学図書館関係からの参加者が多かった。  
ただし大学間では必ずしも一致した方法によっていたわけではなく，相互の検  
討が必要となっていた。   
更に③について注目する必要がある。すなわち新設される図書館への日録作  
成法の指針が必要祝されていたのは確かなことであろう。   
このように見たとき，日本文庫協会の設立と，それと期を同じくして発案さ  
れた標準目録規則の策定は，現代の視点から言えば日本の図書館界における書  
誌コントロールの原初的な開始を図ったものと判断できよう。   
日本図書館界の歴史上最初にJLAが編んだ目録規則として，一定の意義を有  
するであろう1い。しかし討議の不足，その公刊にあたるものが例会における印   




であろう。   
注）  
1）樋口龍太郎稿『日本図書館協会五十年史』日本図書館協会，198乳p．6   
2）文部省編『図書館管理法』金港堂書籍，1900．7，p．127－131   
3）樋口龍太郎 op．cit．，p．5－6   
4）志村尚夫『目録学序説』（学芸図書1978，p．120）は「和漢図書編纂  
規則」とし，志村尚夫『概説標準日録法』（ぎょうせい1981，p．74）は  
「和漢書編纂規則」としている。   
5）和田万苦「日本図書館協会沿略」『図書館雑誌』30号，1917．4，附録  
p．4   
6）日本国書館研究会整理技術研究グループ「図書館目録規則案」『図書館  
界』26（4），1974．11，p．109－117   
7）日本図書館協会日録委員会編 『日本日録規則新版予備版』 日本図書  
館協会，1977，p．5   
8）田中敬「目録法統－の希望」（第21回日本国書館協会協議会提案要綱）   









10）高野彰「帝国大学図書館史（2）」『図書館界』29（4），1997．11，p．166－167   
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11） 田中敬 op．cit．  
12）『図書館ハンドブック第5版』日本国書館協会，1990，p．513，「年表」   
＜1893年＞の項。なお同書の，第4版（1977年），増補版（1964年）にお   
いても同様である。  
2－2 「和漢図書目諒編碁概則」日本図書館協会編（1910年）  
2－2－1 目録規則の策定過程と規則内容  
1）策定過程  












動いていた。条項を見る。   
和漢図書目銀編碁概則2）  
第一 書名  
一 番名ハ主トシテ巻頭二記セルモノヲ取り猥二改制変更スベカラズ  
ニ 巻頭二番名ナキモノハ認第，見返又ハ扉等二記セル書名ノ中最モ適当卜認ム  
ルモノヲ取ルベシ  
三 題笛，見返又ハ扉等二記セル書名ガ巻頭ノ書名卜異ナルモノ並二一審ニシテ  
異名アルモノハ之ヲ補註シ必要二応ジ更二参照ヲ付スベシ  
四 番名ヲ欠クモノハ新二適当ノ名ヲ付シソノ不備ナルモノハ之ヲ補正スベシ   
第→部 日本における標準目録規則の沿革 73  
五 叢書ハ叢書名ヲ取ルノ外ソノ細目ヲ列記シ必要二応ジ更二之ヲ個々ノ書名ニ  
テ分出スベシ  
六 合綴書及独立ノ書名ヲ有スル付録ハ個々ノ書名ニテ分出スベシ   
セ 逐次刊行物ノ書名ニシテ順序数ヲ有スルモノハ之ヲ除キタルモノヲ以テ書名  
トスベシ  
第二 著者名  




ニ 著者本名ノー部分明ナラザルモノハソノ分明ナル部分ヲ取り本名仝ク分明ナ  
ラザルモノハ別名ヲ取ルベシ  
三 叢書ハソノ編者名ラ取リソノ収ムル所ノ書ハ各ソノ著者名ヲ取ルベシ   
四 府，県，市，モノハソノ著者名ヲ補註シ必要二応ジ更二参照ヲ付スベシ町，  
柑，協会ソノ団体ノ編輯二係ルモノハソノ団体名ヲ取り特二著者ノ記名アル  
五 翻訳書，校訂書又ハ註釈書ハ原著者並二翻訳者，校訂者又ハ註釈者ヲ合七取  
り必要二応ジ各之ヲ分出スベシ但本文ナキ註釈番ハ原著者ヲ省略スベシ  
六 二人ノ合著二係ルモノハニ人ヲ取り三人以上ノ合著ハ最先ノー人ヲ取リテ某  
等卜記シ必要二応ジ各著者名ヲ分出スベシ  
セ 著者ノ外国人ナル場合ハ著者名卜共ニソノ国籍ヲモ掲グベシ  
第三 出版及書写二関スル諸件  
書名及著者名ノ後二左ノ諸件ヲ記スベシ但括弧内二記セルモノハ編賽者ノ随意ク   
ルベシ  
ー 刊本写本ノ区別  二 出版地   三 出版年紀   四 版式又ハ書  
写ノ種類   五 出版度数   六 巻数及冊数   七 囲書ノ大サ  
八 製本ノ種類   九（出版人）   十（地園及肖像若クハ本文中二包含  
セラレザル園書ノ数）  
第四 目次備考及雑件  
一 日次ハ唯ソノ書名ノミニテハソノ書二記セル事項ヲ解シ難キ場合に之ヲ掲グ  
ベシ  
ニ 捻テ園審ノ捜索二便ナル参照及蘭書ノ性質ヲ明瞭ナラシムル備考ハ必ズ之ヲ  
付スベシ  
三 略語，符号及書式ハ別二定ムル所二従フベシ  
第五 排列   
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一 書名ソノ他ノ排列ハ総テ五十音順二従フベシ  
ニ 書名又ハ著者名こ二様以上ノ読方アルモノハ最モ適当卜認ムルモノニヨリテ   
之ヲ排列シ必要二応ジ他ノ読方ヨリ参照ヲ付スベシ  
三 冠称ヲ有スル書名，冠称ノ必要ナル場合ヲ除キ総テ本称ニヨリテ排列スベシ   
但冠称ノ取捨一定シ難キモノハ必要こ応ジー方ヨリ参照ヲ付スベシ  
四 同一書こシテ刊本卜写本トアルトキハ刊本ヲ先キニスベシ  





2－2－2 評価  
1）論評   
まず，この規則における実質内容の変更について論評する。   










の規定はその証左の一つと見ることができると考える。   
この規則は，志村尚夫の言うとおり「明治26年の編纂規則よりは熟慮され，  
かつかなり訂正したものであるが，（中略）基本的な変更はなく，あくまでも  
その延長線上にあり，また，改訂版規則でもあった」3）。だが，上記のように   





























県立各図書館長が加わっていた。1911年10月，文部省の名で『図書館書籍標準   






訓令にある方針を普及しようとしたものと考察される5）6）7）。   
「和漢書目録編纂概則」（1910年）の策定は，一種の書誌コントロールを目  
的としたものと考える。それが“小松原訓令” などの徹底を目指した，当時の  
図書館ネットワークを支えたものとして批判される面があるかも知れないが，  
日録規則としての標準性を求めた点で，書誌コントロールの一環を形成したと  
評価することができよう。   
注）  
1）樋口龍太郎稿『日本国書館協会五十年史』日本図書館協会，1989，  
p．17－25   
2）『図書館雑誌』日本図書館協会，1910．3，P．55－598   
3）志村尚夫『目録学序説：原理と事例からのアプローチ』学芸図書，   
1978，p．124   
4）石井敦「1910年の転機：小松原文相の「訓令」をめぐって」『図書館学   
会年報』1，1954．11，p．7－22   
5）文部大臣小松原英太郎「図書館設立二関スル注意事項 明治43年2月3   
日」『図書館維誌』8，1910．3，p．32－34．目録に関しては次のような記述  
がある。  
四 （前略）閲覧用目録トシテ件名日録，洋書著者目録，同分類，和  
漢書名日録，同分類等ニシテ（中略）一般二牌子式二依り帳簿記入  
式二依ラサルヲ便トス   
6）文部省編『図書館管理法』金港堂書籍，1919，132p   
7）石井敦『日本近代公共図書館史の研究』日本国書館協会，1972，P．43－  
66   
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2－3 「和漢図書目録法」日本図書館協会編（1932年）  
2－3－1 目録規則の策定過程と規則内容  







































2）規則内容   
この日録規則「和漢図書目録法」（『図書館雑誌』26（4），1932．4．，p．75－  
84）の項目は次の通りである。（洋数字は章の順次）  
第一 通則  卜 4  
第二 書名  5－34  
第三 著者名  35－68  
第四 出版事項 69－104  
第五 対照事項104－125  
第六  カード記入法126－151  
第七  排列  152－163  
第八  雑件  164－169  
附録一 仮名遣  
附録ニ ローマ字綴方   
著者主記入方式と書名主記入方式を併記した，いわば“両論併記”の日録規  
則であった。すなわち，総則において，書名番目（書名記入），著者書目（著  
者記入）の名称を挙げている。   
総則（第一）に続いて，第二 書名，第三 著者名，第四 出版事項，第五   
村照事項と記述に関する規定が組まれている。このうち，対照事項が出版事  
項とは別の節に規定されたことは，旧規則「和漢図書目録編纂概則」における   
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関係規定と比較して，西洋的な目録規則条項スタイルをより多く採り入れたと  
見ることができる。  
2－3－2 評価  
1）論評   























る洋書目録法であって，また“画一”とは図書館協会が定めるということで   
8（J   
























洋書と和漢番とが引乾されて別々に整理きれ目録せられて居るのは事情己むを得   
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ぎるに出でたこととして姑く我慢しなければならぬとしても，叢に私どもの看過す   
べからざるものは，洋書の目録を作るに首り，蔵書の量に於て優位を占めて居る和   























2）標準計録規則としての要件充足についての検討   
この規則は『図書館雑誌』に発表したという点において標準目録規則として  
の条件の一つはクリアーしたと言えるが，他の点に関しては，標準目録規則成   
82   
立のための要件を十分満たしたとは言い難いものであった。それは以下のこと  
による。   
1）一般会員，館員に開かれた議論の場に十分付されなかったや。  
2）委員長（今井貰一）の強引さによってか，拙速のきらいがあった10）。   
3）『図書館雑誌』での発表で「案」の文字を付さず，「和漢図書目録法」  






















そうしたことからか，この規則（案）を正式に探り入れたテキストは一部17）を   
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除き存在しない。この規則案より少し後，青年図書館員連盟『日本目録規則1942  
年版』18），帝国大学附属図書館協議会「和漢書目録規則 第一編」19）が策定さ  
れたため，「和漢図書日録法」の標準目録規則としての性格は一層脆弱なもの  
となった。明確な形でその使用を表明したのは私立大学図書館協議会である  
が，同協議会は後に『日本目録規則1942年版』の使用に切り替えている20）。   
『日本日録規則1942年版』序は，それ以前を振り返って“直チニ取ルニ足ル  
「日録規則」ハ，一モナカッタ”としている（同p．5）。   
注）  
1）日本図書館協会編『図書館小識』日本国書館協会，1915，p．120－125   
2）田中敬「目録法統一の希望」『図書館雑誌』21（11），1927，p．338－343   
3）今井貫一「図書館管理様式の画一及様式の研究」『図書館稚誌』第19  
号，1913，p．81－84   





た。ただし目録委員の一人である田中敬はその著書『和漢書目録法』   
（1939年3月，日本図書館協会刊）にこの修正を織り込んだ「和漢図書日  
録法」を附録として掲載している。   
6）田中敬 op．cit．   
7）加藤宗厚「著者主記入論」『図書館雑誌』26（9），1932．9，p．103－112   
8）南諭造「和漢書目録法における書名記入と著者名主記入：両者の得失に   
対する私見」『図書館雑誌』27（5），1933．5，p．100－103   
9）この規則の策定までに全国集会の開催などがなく，一般図書館員に開か  
れた議論がなされなかった。  
10）竹林熊彦「今井委員会案の日録法を斜に視る」『図書館雑誌』26（1d），   
1932．10，p．256－261   
84   
11）竹林熊彦 op．cit．  







田中敬は，ニ 三の特殊の事項だけが自説によるに過ぎないとしている  
が，この‘二，三の事項’lには，著者基本記入方式の採用が含まれており，そ  
の点から言えば彼における目録法に関する思考は「和漢図書日録法」の主旨と  
「大体に於て共通する」と言うことはむずかしいのではなかろうか。   
なお，同書の巻末付録として，12ページにわたって日本図書館協会制定「和  
漢図書目録法」の全条項を，1934年における一部修正を入れて掲載している。  
14）竹林熊彦 op．cit．  
15）日本国書館協会『近代日本図書館の歩み 本編』日本図書館協会，   
1993，p．301  





19）帝国大学附属図書館協議会制定「和漢書日録規則第1柘」『図書館雑誌』   
37（2），ユ943．2，p．鋸－91   
20）日本図書館協会，OP．Cit．，p．47－65   
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2－4 『日本目線規則1942年版』青年図書飼昌連盟編 間宮商店1943年刊  

































2）規則内容   
『日本目録規則』［1942年版］（原版）の章タイトルは下記のとおりである。   





Ⅱ 本規則ワカアド日録二就キテ規定セルモノ書冊目録ニモ準用シウルモノトス  
Ⅲ 本規則り著者オ標目トシテ本記入オナスヲ原則トスルモ，図書ノ特殊性二応   
ジテ書名オ標目トシ又り特殊ナル標目オ立ツルコトアルベシ  
Ⅳ 用語，V 参照，Ⅵ 範例  
総則  
1．記入ノ種類 図書目録ノ記入り本記入及ビ副記入ノ2種トス  
2．副記入又ハ参照  
本記入  
3．記載事項及ピソノ順序  本記入ノ記載事項及ピソノ順序次ノ如シ．  
a． 標目  b． 標題  c． 出版事項  d． 対照事項  
e． 注記事項：叢書名，一般注記，内容細目  
標目  




8－29 談話，講演，講義，令兄記，座談曾記，談話，講演，講義等（以下29ま   
第・都＋＝本にれけか矧華鉦摘阻紬－1主′享㌢畢 8丁   
■∴ 打■ト’丹青凍上  
著者標目ノ詑磯法．  
倒人 ∴紆傑■ ＋酢体 …掛川 鮎  
榊．地名パー已敬 一 75．逐次1二重」吾ト7丸亀録、磯巨星録，fぎ三鑑ノ驚喜  
閥． 掛紆照＝㍊観法  
号寺殊標目ヲ立ツルモノ・TT－ト：ト  
標題 －：朗岬亘21   
雷名，著者名，出版蓼頂。封幹事項．註記事項  
副記入ilコ2－㍑甘，参照（ほ刺，文字記号（1ご5－1二1呂ト，附諒．用語定義，略語  
黄，カード記入鰯   
『日本目録観削』［19よ皇が戸坂］の物理的降級は，B⊥′墾判で索引をも備えた123  
ぺ…ジ仕立て漂〉版が頃版である（間宮商釦＝ ただし，観削本体のみで‘45ペー  
ジ叛く京都出版＼），ニれにカード事例を加えて54ページとした私家版など，三  






ニのことを，同時期までのノ他の国内目線規則と比較する。   
まず，規則が対象とする資料の別を軸に比較検討する。   




とLでお軋 和漢番に番名目緑，洋番に著者目録を指示Lた5）．。なお，鞠客ら  
の目録規則が1926年段階で和漢番に尊名基本記入を指示Lたことが，日本国番  




［1942年版］は和洋丙資料に適用する日録規則である。   
























よって日本の私立大学多数を代表とする図書館群が，1950年代半ばごろまでの   
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約十年間，この『日本目録規則1942年版』に準拠して目録作成をしたと見るこ  
とができる。  













3）『日本目録規則』［1942年版］のその後：「ダウンズ報告書」との関係   







入目録規則を，和漢書には日本目録規則改訂版を採用すること。   
この「ダウンズ報告書」において和漢書に適用すべきとされた「日本日録規  
則」は，青年図書館貞連盟による『日本日録規則』［1942年版］であった。   
最初に，「ダウンズ報告書」における「目録法」関係項目を列挙し，確認す  
る。英語，日本語共に，先の「ダウンズ報告書」を出典とする。ただし，旧漢   
90   
字等は新字体とした。また，「Bl」以下の項番は，発表者が付し，必要に応じ  
その「勧告」内容を暗転記した。  





















B6．PrintedCards（印刷カード）   
B7、CentralizedCataloging（統一目録法）   
このように「ダウンズ報告書」においては，和漢書について青年図書館員連  
盟編纂『日本目録規則』［1942年版］（間宮商店，1943）の採用が勧告されてい  
る11）。   
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3－2）「ダウンズ報告書」における『日本目鼻規則』［1942年版］の評価点   
「ダウンズ報告書」では，「B． 目録法 著者名主記入か，書名主記入  
か」において，著者名主記入を適切としている。その事由を三点掲げている。   
a．東洋においては，高木八尺教授の所謂「個人の概念」12）を認識するのに  
欠けておったので，（中略）日本の民主化の具現は，個性の尊重に基づくべき  




ても必要である。   
c．なるべく単純にするという点からいっても，著者主記入のほうが書名主  
記入よりもほるかに簡単である。   
この内，項番「a．」は時代の空気であろう。項番「b．」は，国際的書誌交  
換と目録標準化として把握できる。項番「〔∴」は，具体的な事由が示されてい  





非常な長所となっている。   
ここに「ダウンズ報告書」が『日本日録規則』［1942年版］を和漢書の標準  
日録規則とすべきとした根拠があると考える。  
4） 『日本目録規則』［1942年版］の国立国会図書館における受容   
『国立国会図書館三十年史』Ⅰ3）は，「勧告」の受容について以下のように記  
す。  
このダウンズ報告もあって，当館では和漢書には「日本目録規則」（NCR）   
［1942年版］（青年図書館員連盟編）及び和漢書日録規則（帝国大学附属  
図書館協議会編）を，洋書には米国図書館協会（ALA）著者書名日録規則   
92  
1949年版及び米国議会図書館（LC）記述目録規則をそれぞれ併周するこ  








が見てとれる。   
注）  
1）中島猶治郎，鞠谷安太郎共編『日録編成法』間宮商店，1926，28p   
2）鈴木賢祐「蘭事業界の志士間宮不二雄氏のこと」『図書館雑誌』22（5），   
1928．5，p．115－116   
3）加藤宗厚「著者主記入論」『図書館雑誌』26（9），1932．9，p．302づ11   
4）帝国大学附属図書館協議会制定「和漢書目録規則 第1編」『図書館雑   
誌』37（2），1943．2，p．84－91   
5）中島猶治郎，鞠谷安太郎，Op．Cit．，p．3   
6）田中敬「中島猶治郎，鞠谷安太郎氏共編『目録編成法』を批評す」『図   
書館雑誌』21（3），1927．3，p．93【99，同（4），1927．4，p．119－126   
7）阪田蓉子「私立大学図書館協会の成立と戦前の私立大学図書館」『大学   
図書館研究』22，1983．5，p．117－133   
8）国立国会図書館編『国立国会図書館三十年史資料編』国立国会図書   
館，1979，p．342，p．416   
9）LibraryofCongress（LC）RulesjbrDescγ官如iveCatalogか吼Washington，   
D，C・，LibraryofCongress，1949－1952，2voIs．  
10）AmericanLibraryAssociationALACataLogingrulesjbrauthora7LdlitLe   
elZtries，Chicago，AmericanLibraryAssociation，1949，265p．   
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11）“TheNipponCatalogRules（1943），WOrkedoutoveraperiodofaboutten   




1979，p．215－216．なお国立国会図書館編『国立国会図書館五十年史』国   
立国会図書館，1999，p．50卜502には，同三十年史に記されたことが簡略   
に記録されている。  
14）志保田務，北克一，杉本節子「ダウンズ勧告における＜目録法＞関係   




2－5 『日本目録規則1952年版』日本国書館協会編1953年刊  
2～5－1 日銀規則の策定過程と規則内容  
1）策定過程   




わが国の従来の日録法には不備な点が多かったため，昭和24年日本国書   
館協会内に目録委員会が設置され，仲略）昭和27年，その成果が『日本  
日録規則1952年版』として結実し，翌28年刊行されたので，当館はさっそ  
く同年4月1日からこれを適用することとした。   
上述の線に従って1949年8月19日，日本国書館協会目録委員会が実行のため  
の検討を開始した。委員長は，国立国会図書館の岡田温である。ダウンズ報告  
が指示したように，日本伝統の分類日録の優先を退け，著者基本記入とした。   







2）規則内容   
『日本目録規則1952年版』（日本国書館協会編刊，1953．1）は，B5判，78  
ページ仕立てである。   
その章立ては次のとおりである。  
第1章 総則  
第2章 標目 Ⅰ 標目の選び方 Ⅱ 標目の形式  
第3章 図書の記述Ⅰ標題 Ⅱ 出版事項  Ⅲ 対照事項 Ⅳ 注記事項  






2－5－2 評価  




とするにとどまり，英米の日録規則に見られるような標題紙中心主義を採用し   

















ページ数は本体のそれを超えており，解説委員達の熱意のほどがうかがえる。   
こうした図書館一般への開放度も高くこの目録規則は標準目録規則としての  
要件を十分に満たしている。また国立国会図書館印刷カードの目録記入とその  
記入の利用に関して一種の書誌コントロールが成立する可能性が生まれた。   
注）  
1）国立国会図書館編『国立国会図書館三十年史本編』国立国会図書館，   
1979，p．215－216   
2）『日本日録規則1952年版』日本国書館協会，1953，p．4   
3）服部金太郎柑録法の100年略史」『現代の図書館』7（1），1969．3，  
p．31   
4）『日本日録規則解説』日本国書館協会，1954，274p   
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2－6 『日本目録規則1965年版』日本図書館協会編1965年刊  
2－6－1 目録規則の策定過程と親則内容  


















1目録の目的 2目録の種類 3著者書名目録 4著者書名目録の機能 5日録規   
則 6この規則の沿革 7日本目録規則1965年版   
第1車線則 第2章1個人の著作 第3章個人著者名の形式 第4章1団体の著   
作 第5章団体著作名の形式 第6章多数著者の著作 第7牽逐次刊行物 第   
8章無著者名の著作 第9章既存の1著作に関係のある著作 第ユ0車種種の形   
式の著作 第11章図書の記載事項 第12草書名，著者，版等の表示 第13輩   
出版事項 第14章対照事項 第15車注記事項 第16章補助記入のトレーシ   
ング 第17章逐次刊行物の記載事項 第18草地国の記載事項 第19章楽譜   
第一部 日本における標準目録規則の沿革 97   
の記載事項 第20章記入の排列 附録   
この目録規則は，まず「第1章 総則」の「1」に「目録の目的」を掲げ  
た。これまでの日本にはない目録規則としてのオーソドックスな性格がある。  
同車「2 日録の構成」では，「著者書名目録の作り方について規定する」。そ  
して「個々の図書に対して必ず一つ基本記入を作らなければならない。」とす  














2－6－2 評価  






目録作業であった。ことに中小国書館にあっても大国書館と同様の記述や   
98  
目録の種類を要求するような風潮が強かったのであるが，すでに根本的に  


























く，その意味で標準目録規則として十分の条件を備えていた。しかし一方で   
第一部 日本における標準目録規則の沿革 99   
は，直接サービスに傾倒する現場の図書館員の時代性があった。この間に距離  
がおかれた。つまり国際標準への準拠が少しばかり急ぎ足に進められ，日本の  





与えた。   
なお『日本目録規則1965年版』の実例集が岩淵泰郎によって作成された7）。   
注）  
1）服部金太郎「日録法の100年略史」『現代の図書館』7（1），1969．3，  
p．32   
2）後藤純郎『分類と目録』（図書館の仕事；8）日本図書館協会，1974，  
p．208－209   
3）『中小都市における公共図書館の運営：中小公共図書館運営基準委員会  
報告』日本国書館協会，1963，p．142   
4）小井沢正雄「『中小レポート』と整理技術の合理化」『図書館雑誌』59   
（9），1965．9，p．393－395   
5）森耕一「標目と記述の分離：目録作業合理化のために」『図書館界』7   




き』【改訂版］日本図書館協会，1969，p．35－64＋   
7）岩淵泰郎『日本目録規則1965年版実例集』沓掛伊佐吉協力，日本国書館   
協会，1971，179p   
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2－7『日本目線規則新版予備版』日本図書館協会編1977年刊  












2）規則内容   
同規則の体裁は，A5判，104ページの簡素なものである。規定項目を見る。  
目録委員会報告 序説1総則 2図書の記述 3標目 4排列 5逐次刊行物  
6その他の資料〔準備中］7付則 付録 索引   
「日録委員会報告」ではこの目録規則の策定が始まった1970年以降の目録委  







し，その標準目録規則志向を明示した。対象となる資料の種類は「日本語で書   
第一部 日本における標準目録規則の沿革101  
かれた（中略）明治以降に刊行された図書」である（同1．2）。ここに，前版『日  
本目録規則1965年版』が和洋全姿料を対象としたのとは異なり，前々版『日本  
目録規則1952年版』と同様，和書専門の目録規則となった。   
つづいて「2 図書の記述」では，同規則が“図書中心”であることが表さ  
れている。“記述”が“標目”より先に規定されたことは，日録記入の記録行  

















誌単位を採用している後の「日本目録規則」の諸版と異なる。   
このあと「3 標目」，「4 排列」，「5 逐次刊行物」について規定されてお  
り，「6 その他の資料」は［準備中］とされ空白の章となっている。その予  
定項目は，「映像資料，録音資料等」である。ここにこの規則がその［準備中］  
のものを含めて，図書を中心とする狭い資料を対象とするものであることが分  
かる。ついで「7 付則」があり「7．1片かな表記法」，「7．2 区切り記号   
102   
法」がある。後者においては「ISBD（国際標準書誌記述）の区切り記号法は用  
いない」と明記している。このあと「7．3 単一記入制目録のための標目選定  
表」では‘‘単一記入”に限って適用するものとして「著者書名目録」のための  
‘‘基本記入標目”を定めている。これは“基本記入方式”を別法としたことを  




2－7岬2 評価  
1）論評   
こうした目録規則がなぜ，日本の図書館目録規則の世界に入ってきたのか。  
その経緯を考察する2）。   
このように，著者基本記入別の『日本日録規則1965年版』から十年を経ずし  
て，日本図書館協会が大きく方向転換し，記述独立方式へ進んだ理由は何であ  










（1970年）3J，これが基本記入方式批判の一端を担った。   
第三には，公共図書館が『日本日録規則1965年版』では実務の遂行が困難で  
あり，次々と記述独立方式を採用したという厳然たる事実が，調査等で明らか  
になったことである。   









員長・宮坂逸郎7）等の著述と実践を見逃せない。   
第五には，複写機の普及に始まる機械化という時代的情況を，日本国書館協  














特に標準目録規則志向を明示した。   
この目録規則の策定行動は日本の公共図書館運動と連動して“目録簡素化志  
向”に直結した国内事情重視の規則である。1981年に頒布を開始したJapan／  
MCとの日録様式一致の基本線が存在する。全国書誌の機械編纂がこの規則   













予備版 追録及び修正』を発行して『日本目録規則新版予備版』（1977年12  
月）において［準備中］としていた「その他の資料」（映像資料，録音資料）  
について規定した14）。   
注）  
1）光貴重治「NCR新版・印刷カード・書籍コード」『図書館界』28   
（5），1977．1，p．194   
2）日本国書館協会目録委員会編『日本目録規則新版予備版』日本国書館協   
会，1977，p．卜iv（日録委員会報告）   
3）落合重信『書名主記入論』日本図書館研究会，1970，65p．  
4）小田泰正「日録の機能と日録規則」『学校図書館』252号，1971，p．㌻13   
5）石山洋「主記入論の運命：シー・デイー・ガルの所説をめぐって」『図   
書館学とその周辺』，天野敬太郎先生古希記念論文集刊行委員会，1971，  
p．158－165  
6）丸山昭二郎『目録法と書誌情報』（日本図書館学講座；3）雄山間，   
1975，p．25   
7）宮坂逸郎「標目未記載ユニットカードと記述独立方式：記入作成におけ   
第一一部 日本における標準目録規則の沿革105   
る館界の新動向」『学校図書館』251号，1971，p．20－25  
8）日本図書館協会目録委員会「ISBD（M），国際標準書誌記述，標準第1   
版と予備版の主要な相違点について」『現代の図書館』12（4），1974．3，   
p．133－140  
9）高橋寮四郎「記述独立方式と著者主記入」『図書館学とその周辺』，天野   
敬太郎先生古希記念論文集刊行委員会，1971，p．166－179  
10）日本図書館協会整理技術委貞会は1970年6月を第一回とする「整理技   




12）日本図書館協会目録委員会編『第7回整理技術全国会議議事録 【日   
本目録規則新版予備版 解説¶ 付 目本目録規則新版予備版説明会質疑   
応答記録』日本国書館協会，1980．11，28p  
13）日本国書館協会編，Op．Cit．，p．13－21  
14）日本図書館協会日録委員会編『日本目録規則新版予備版 追録及び修   
正』日本国書館協会，1983．8，63p  
2－8 『日本目録規則1987年版』日本国書館協会編1987年刊  
2鵬8－1 日諒規則の策定過程と規則内容  




について」との一文を掲げ，その活動方針を示した。   
①『日本目録規則新版予備版』において決定した事項は原則として手直  
し程度にとどめ変更を加えないが，ISBD，MARC等に関連して，若干  
の補正・追加を加えることがある。   
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① 『日本目錬規則新版予備版』の序説に対するMC，目録記入の精  
粗，書誌階層，規則構成等の項目を追加・修正する  

















第0章 総則   
第一部 日本における標準目録規則の沿革107   
第Ⅰ部 記述 第1単記述総則 第2車図書 第3章点字資料 第4草地図資料   
第5車楽譜 第6章録音資料 第7車映像資料 第8章静止画像［準備中］   
第9章機械可読データ 
車非刊行物（文書，稿等を含む）［準備中］第12尊複製・原本代替資料 第  
13章マイクロ資料 第14車逐次刊行物  
第Ⅱ郎 標目 第21章標目総則 第22章 タイトル標目 第23章著者標目 第   
24章件名標目 第25車分類標目 第26車覇十タイトル 付則1片かな表記   
法 2 単一記入制目録のための標目選定表  
第Ⅲ部 排列 第31章排列総則 第32章 タイトル目録 窮33章 著者目録 第   
34車件名目録 第35車分類目録  
付録1句読法・記号法 2 略語表 3 国名標目表 4 無著者名古典・聖典統   
一標目表 5 カード記入例 6 桐語解説 索引序説  

























① 和洋の資料に適用される。   
② あらゆる資料媒体メディアを扱おうとしている。ただし，［記述にお  
ける］三つの章が［準備中］とされた。   




⑤ 記述に三レベルの精粗を用意している。  










版』（目録システム利用マニュアル・データベース編 改訂版）が明記してい  
る12）。   
日本図書館協会日録委員会は，「本版の課題と特徴」を日本国書館界一般に   











われなかったわけではないが，その実質は別法の設置程度に止まっている14）。   
注）  
1）『第9回整理技術全国会講読事録1984・3・29』日本国書館協会，   
1984．11，15p   
2）『第10回整理技術全国会講議事録1985・3・25』日本図書館協会，   
1985．8，19p   
3）日本国書館協会目録委員会『日本目録規則本版第二次案』日本図書館協  
会，1985．10，102p   
4）日本国書館協会日録委員会『日本日録規則本版第3次案』日本図書館協  
会，1986．6，150p   
5）原田勝『未来の図書館』松頼社，1987，p．59，p．68   
6） Reference manualfor machine－readable bibliographic descriptions，  
COmPiledandeditedbyDierickxandA．Hopkinson，Paris，UNESCO，1974．   
7）永田治樹「書誌単位と書誌レヴュル：日録作業のための覚え書」『図書  
館学会年報』25（2），1980．6，p．ト9   
8） Common communication forrnat（Generalinformation programm and  
UNISIST），Paris，UNESCO，1984．   
9）丸山昭二郎『新・目録法と書誌情報』雄山間，1987，p．156－157   
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12）学術情報センター『目録情報の基準第2版』電気・電子情報学術振興   
財団；紀伊国屋書店（発売），1992，103p．（目録システム利用マニュア   
ル・データベース編）  
13）永田治樹，堀井郁子「日本日録規則（NCR）1987年版の課題と特徴   
『図書館雑誌』82（1），1988．1，p．38－41  
14）『日本目録規則新版予備版』日本国書館協会，1977，p．72の「7．3 単   
一記入制目録のための標目選定表」  
2－9『日本目録規則1987年版改訂版』日本図書館協会編1994年刊  
2－9－1 目録規則の策定過程と規則内容  




面的に再検討する必要があった。そこで同委員会は次のことを方針においた1）。   
① 実務のツールとして一層使いやすい規則にする   
② 各章の規則の構成，条項の配置，条文の表現，用語等の整合を図る   
蓬）規則の内容上の変更は最小限にとどめる   
同委員会野村文保委員長が上記についてより踏み込んで語っている。   
① 『日本目録規則新版予備版』にNCR上では起源を有するところの記  
述ユニット方式を継承すること   
② オンライン総合目録を想定しMARCを考慮していくこと   
③ 図書館所蔵のあらゆる資料を規則の対象としていくこと   
このような方針のもとに改訂作業が進められたが，その検討結果を踏まえて   
第一部 日本における標準冒録規則の沿革111  
「第1章 記述総則」の改訂原案素案を1992年6月に作成し，全国各地の図書  
館に意見と提言を求めた。それとともに『図書館維誌』に“改訂の方針，記述の  
部の構成，「第1章 記述総則」の主な改正点を提示した2）3）。これに基づいて同  
月名古屋で開催された「［第1回］書誌調整を考える全国集会」で改訂点を説明  





① 目録委員会の現状  
② 改訂の内容   
（卦 今後の委員会の目標   
この経過の下に『日本目録規則1987年版改訂版』は1994年4月刊行された。  





序説   
第0車 線別   
解Ⅰ部 記述 第1車記述総則 第2章図書 第3草書写資料 第4草地図資   
料 第5章楽譜 第6章録音資料 第7章映像資料 第8章静止画像 第9章   
コンピュータファイル 第10章博物資料 第11章点字資料 第12章マイク   
ロ資料 第13章逐次刊行物 記述付則1記述の記載様式 記述付則 2   
記述の記載例  
第Ⅱ部 標目 第21章標目総則 第22章タイトル標目 第23章著者標目 第   
24章件名標目 第25章分類標目 第26草枕一夕イトル 付則1片かな表記   
法 2 単一記入制目録のための標目選定表   
112  
第Ⅲ部 排列 第31章排列総則 第32車 タイトル目録 第33章 著者日録 第   
34章件名目録 第35章分類日録  
付録1句読法・記号法  2 略語表 3 国名標目表 4 無著者名古典■聖   
典統一標目表 5 カード記入例 6 用語解説 索引   
全体を通して見られる特徴は「書誌階層」規定の組み替えである。関係規定  
のうち，説明的部分，規定的部分および例示的部分が「第0章 総則」，「第1  
章 記述総則」および新設の「記述付則」へと分散された。  
2－9－2 評価  















性がどのような形で生かされるかは今後にかかる6）。   
「書写資料」は，［準備中］の時点において予定していた「非刊行物」から  
名称を変更したものである。理由は，非刊行物全般に関する一般的規程を定め  
るに至らなかったからという（1994Rp．Ⅴ）。章番号は，予定の「第11章」から   
第血部 日本における標準目録規則の沿革113  
繰り上がり「第3章」に移ってきた。なおAACR2Rはこれに「3 地図資  
料」に続く第4章を与えており，これに倣ったわけでもないようである。   
第10章「博物資料」は，［準備中］に予定していた「三次元工芸品，実物」  
から名称を変更した。「博物資料」という名称は資料名として安定の得られて  




定の後部に移したものと考える。   
第11章「点字資料」は五ページ強で，その大半の部分を「第2章 図書」の  
規定の準屑に頼る簡略なものであるが，別建てとしたことに意義があるであろ  
う。このように「点字資料」は「図書」の領域にあるが，記録の表現・理解の  
技術面に立脚して規定された。同様のものに「地図資料」，「楽譜」がある。   
旧版にあった「第12章 複製・原本代替資料」は削除された。理由は「具体  
的資料の裏付けを欠く一般的規程」だから「独立の章立てとはせず＜第1章記  
述総則＞の中で規定することにした」ことによる。複製という問題は全章を通  
じて頻繁に生じ，かつ各担体でそれぞれ特有の点があるからであろう。   
書誌階層規定は各章に分散し，1．9等の規定を空白化した。ただ関係条項を  
消去し，前後の条項（例；1．8と1．10）と直接して表示したのは丁寧な処置と  
言えない。   
この目録規則が旧版『日本目録規則1987年版』のそれと異なるところは概略  
下記の通りである7〕。   
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1987年版改訂版（1994年刊） 1987年版（1987年刊）   
第0車 総則   ←  第0章 総則   
0．8 書誌階層構造  
0．8任意規定、別法、目録担当者の判  
断   
0．9 物理単位  書誌階層   
0．10任意規定、別法、目録担当  
者の判断  
第1車 記述総則   ←  第1車 記述総則   
［1．9 削除］  1．9 書誌階層   
［1．11削除］  1．11記述の記載様式   
第2拳 固番   ←  第1車 図書   
［2．9 削除］  2．9 書誌階層   
［2．10 削除】  2．10 物理単位   
［2．11削除］  2．11記述の記載様式   
第3車 書写資料   ←  第11車 非刊行物［準備中］   
第4草 地国資料   ←  第4草 地図資料   
［4．9 削除］  4．9 書誌階層   
第5車 楽譜   ←  第5車 楽譜   
【5．9 削除〕  5．9 書誌階層   
第6車 録音資料   ←  第6車 録音資料   
［6．9 削除］  6．9 書誌階層   
［6．10 削除］  6．10 物理単位   
［6．11削除］  6．11記述の記載様式   
第7輩 楽譜   ←  第7車 楽譜   
［7．9 削除］  7．9 書誌階層   
第8章 静止画橡   ←  第8章 静止画像［準備中］   
第9車 コンピュータファイル  ←  第9章 機械可読データファイル   
第10章 博物資料   ←  第10章 第3次工芸品 実物［準備中］   
第11章 点字資料   ←  第3重 点字資料   
［11．9 削除］  3．9 書誌階層   
【削除］   ←  第12車 複製・原本代替資料   
第12章 マイクロ資料   ←  第13章 マイクロ資料   
［12．9 削除］  12．9 書誌階層   
［12．10 削除］  12．10 物理単位   
第13車 逐次刊行物   ←  第14車 逐；欠刊行物   
［13．91削除］  13．9 書誌階層   
［13．11削除］  13．11記述の記載様式   
記述付則1記述の記載様式［新設］  
記述付則2記述の記載例［新設］  
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2）標準目線規則としての要件充足についての検討   




版は標準日録としての適正度を有するといえよう。   
しかしより広い意味での標準性が求められるところを残している。たとえば，  
「21．3 MARCレコードにおける標目の記録」などにおいては，MARCレコー  
ド化情報，書誌的事項の定義，最′トのデータ単位，データ単位間の関係の規定  
を整理し，機械可読化の領域で共通に利用できる規則とする必要があるであろ  
う8）。こうしたことについての早い時期の立論に，原田勝の論文がある9）。   
注）  
1）日本図書館協会日録委員会『日本日録規則1987年版改訂版』日本国書館  
協会，1994，p．卜扇   
2＝LA図書館雑誌編集委員会「分類委員会，目録委員会，用語委員会」   
『図書館雑誌』84（3），1990．3，p．164－165   
3）JLA目録委員会「『日本日録規則1987年版』の改訂について」『図書館雑   
誌』86（11），1992．11，p．806－807   
4）JLA日録委員会「『日本目録規則1987年版』の改訂について（続）」『図   
書館雑誌』86（12），1992．12，p．926－927   
5）日本図書館協会目録委員会『日本日録規則1987年版改訂版』日本国書館   
協会，1994，p．V   
6）志保田務，北寛一「＜日本目録規則1987年版＞以降：新原別に村する管   
見：「改訂版」（1994）を含んで」『TP＆D フォーラム シリーズ』Ⅴ，   
1996．7，p．491∋3   
7）志保田務，北克一「『日本目録規則1987年版』改訂の動向と問題点」『図   
書館界』45（5），1994．1，p．426ヤ136   
8）ibid，p．433   
116  
9）原田勝「書誌情報システムの標準化」『図書館学会年報』   
35（3），1989．8，p．107－115  
2－10 『日本目鼻規則1987年版改訂2版』日本国書館協会編 2001年刊  
2－10－1 目録規則の策定過程と規則内容  




a） 新しい目録規則のあり方の検討  
▼7   b）NCR8テR［日本目録規則1987年版改訂版］の維持管理とその「コ  





第二は，図書館における目録の作成・利用の実際を把握する   










である3j。   
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ている状況が把握できたことであるという。   
同目録委員会は上記③の点を重視して，前記の“コンサイス版”作成計画  
「b」に代えて“Web－OPACの理論や技法についての手引き”を急ぎ刊行する  











を同年11月20日間催し，改訂部分の全体案を発表し討議に付した。この会はメ   









2）規則内容   
まず『日本目録規則1987年版』関係の三つ版に関して略々対比しておく。  
表5  
『日本目録規則1987年版  『日本日銀規則1987  『円本日録規則1987年版』  改22001  1994   
訂版』（年）  平版改訂版』（年）   
第1軍 記述総則   同   同   
第2輩 図書   同   同   
第3車 書写資料   同   11螢 非刊行物［準備中］   
第4草 地図資料   同   同   
第5帝 楽譜   同   岡   
第6車 録音資料   同   同   
第7車 映像資料   同   同   
第8草 静1ヒ画資料   同   同［準備中］   
第9草 電子資料   
コンピュータ・データファイ  機械可読データファイル．  
ル   電子資料   
第10車 博物資料   同   二次元工芸品．実物［準備中］   
第11車 点字資料   同   3章 点字資料   
第12車 マイクロ資料  同   13串 マイクロ資料   
第13車 逐次刊行物  同   14章 逐次刊行物  
前節の節末に記したようにこの版における改訂は，第9章をめぐるそれに限  
定されたものということができる。ページ数は397で，旧版の369ページに比し  
て28ページの増加である。ただしそのうちの24ページは第9章の改訂によって   









2－10－2 評価  
1）論評   
図書館外におけるマルチメディアの記録法との融合を図るメタデータ関係へ  
の対応が強まり，目録基準の実態は激動している。   
この規則では第9章を「電子資料」とした。これは，新しく策定されたISBD  
（ER）にならって非パッケージ型のコンピュータ資料を扱い，情報化の時代  











2）標準目銀規則としての要件充足についての検討   
改訂に先立って日本国書館協会目録委員会は『図書館雑誌』や会合を用いて  
意見を聴取し，『電子資料の組織化：日本目録規則（NCR）1987年版改訂版第   
120  
9章改訂とメタデータ』を編集し，同協会から出版した14）。これは公開の原  
則，公示の原則を充足していると言えよう。   
我が国の標準日録規則における今ひとつの論点は，国際的標準化を重視する  
か，国内事情を重視するかということである。こうしたことについて，次の第  
二部「目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に」のなかで論じる。   
図書館の日録においては，精度の高い検索権能が求められる。目録規則は，  
この日的達成に向かってそれぞれの時代において策定・改訂されてきた。   
注）  
1）日本図書館協会目録委員会『日本目録規則1987年版改訂2版』日本国書  
館協会，2001，p．止i   
2）StudyGroupontheFunctionalRequirementsforBibliograpI厄cRecords   
”The functionalrequirements for bibliographic records，且nalreport”，  
FrankfurtamMain，IFLA（InternationalFederationofLibraryAssociations  
andInstitutions）UniversalBibliographic ControlandInternationalMARC  
Programrne，DeutscheBibliothek，1997，136p・   
3）メタデータ（ダブリン・コアなど）と目録規則，MCの関係について  
は下記の文献等に解説がある。  
日本図書館協会目録委員会『電子資料の組織化：日本日録規則（NCR）   
1987年版改訂版第9章改訂とメタデータ』日本国書館協会，2000，p．43－44   
4）日本図書館協会日録委員会『日録の利用と作成に関する調査 報告書』  
日本国書館協会，199軋104p   
5）Op．cit．，1），P．iv－V   
6）JLA日録委員会「＜日本目録規則1987年版改訂版＞第9章コンピュータ  
ファイルの改訂について（案）」『図書館雑誌』92（5），1998．5，p．389－391   
7）JLA日録委員会「＜日本日録規則1987年版改訂版＞第9章の改訂につい  
て」『図書館雑誌』92（5），1999．11，p．936－937   
8）日本国書館協会目録委員会編『電子資料の組織化：日本目録規則1987年  
版改訂版第9章とメタデータ』日本国書館協会，2000．5，p．94   
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9）日本国書館協会目録委員会編『日本目録規則1987年版改訂版第9章 電   
子資料：旧第9章コンピュータファイル改訂版』日本国書館協会，2000・   
8，p．37  
10）JLA目録委員会「＜日本目録規則1987年版改訂版＞第2章および第3   






3 日本の標準目銀規則に対する総合的検討   
日本における以上10の目録規則は，次のように区分できると考える。  
①下記（1），（2い3）は書名基本記入方式の目録規則である。また，冊子目録を基   






見る。   
（2）「和漢図書目録編碁概則」（1910年）  
諸手続きの面で充足度があり，わが国最初の標準日録規則と考えら  
れる。   
（3）「和漢図書目録法」（1932年）  
“著者書目”をも規定しており，「書名基本記入方式」と「著者基  







②下記（4），（5），（6）は著者基本記入方式の日録規則である。なお，これら三種の   







目録規則の導入は，米国の示唆で実現したと言うことができる。   
（5）『日本日録規則1952年版』（1953年）  
日本図書館協会が策定した最初の著者基本記入方式の目録規則であ  
る。和書中心という限定面を有した。   
（6）『日本目録規則1965年版』（1965年）  
国際日録原則（ICCP）を導入し正面から国際化を実現した日本最  
初の標準目録規則である。   
以上のうち㈲（1942年版），（5）（1952年版），（6）（1965年版）の特徴は下記の  
ように比較，対照できる。  
㈲ 国際的標準化重視（和洋書に適用） 標目規定に重厚性を盛る。  
（5）国内事情を優先（和書に適用） 記述規定独自の章。簡略性もあり。  
∈6）国際的標準化重視ほロ洋書に適用） 標目規定に重厚性を盛る。  
③下畝7j，く軋（9），（1軌は非基本記入方式の目録規則である。   
うち，（て）は物理単位で記録する方式である。   
（7）『日本目録規則新版予備版』（1977年）   











国際標準書誌記述（ISBDs）に則って重厚な規則。   
（9）『日本目録規則1987年版改訂版』（1994年）  
同上の改訂版。多メディア相応が進む。   
（10）『日本日録規則1987年版改訂2版』（2001年）  











り，一般図書館（貞）による討議を疎かにしないことが肝要であろう。   
第二部 目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に   
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1主記入論争と「日本目録甥則」の諸版  

































生じたものとして，1930年代初期にあった“主記入論争”（次項に 述べる）を  
挙げ得る。   
注）  
1）志保田務「図書館行政と整理政策，その結果を受容した整理ツール」（『日   
本国書館文化史研究会ニューズレター』57号，1996年8月15日，p．2）．   
2）志保田務“図書館政策・図書館運動が日録・目録規則に及ぼす影響に関   
する一考察：戦後を中心に”「図書館学会年報」42（2），1996，p．133．   
3）日本国書館研究会整理技術グループ“日録法の進歩”『図書館界』28（2  
′／3），1976，p．130－131  




この主張は日本図書館協会側のそれを圧倒した。   
青年図書館員連盟などの勃興は進歩的傾向として評価したい。一方，日本図  
書館協会という権力は“伝統”の束縛から脱出できず，他方新興勢力の主張を  
退けることもできなかった。日本国書館協会は統合力，研究機能を欠いていた。   
書名基本記入論側が“四面楚歌”という状況にあった2）。青年図書館員連盟  
は「主記入論は終焉した」とまで書いた。彼等の主張する，著者基本記入の勝  
利を宣言するものであっが）。ただこうした性急な断定は後日に問題を残した。   






















「記述ユニット（カード）方式」の採用で，落合重信の理論は再評価された。   
注）  
1）加藤宗厚「著者主記入論」『図昏館雑誌』26（9），1932．9，p．302－311   
2）南諭造「和漢書日録法における書名主記入と著者名主記入一両者得失に   
対する私見－」『図書館雑誌』27（5），1933．5，p．103   
3）「主記入論り終結シタ」『園研究』Ⅴ－3，1932．10，p．436「437   
4）落合重信『書名主記入論』日本図書館協会，1942，62p   
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5）加藤宗厚 op．cit．  
6）南諭道 op．cit．  




た。   
「日本目録規則」（下記表6 a－e，fはeの改訂版）には，交互に採用され  
る二つのパターンが見られる。中心とする対象資料を軸に見ると次のように整  
理できる。   
I I I 1   
1942年版…1952年版…1965年版 …新版予備版（1977）…1987年版  ‾‾‾‾‾‾‾‾‾■■‾‾‾「‾‾‾‾－‾●●‾‾‾‾‾‾†‾‾‾‾－‾‾‾‾‾‾‥‾‾‾‾「‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ T‾ ‾ ‾ ‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾   
洋・和資料：和資料 …洋・和資料； 和資料  三 洋・和資料  




a．『日本目録規則』  b．『日本目録規則』  c．『日本目録規則』  
（1942年版）   （1952年版）   （1965年版）   
編集   青年団凛館員連盟  日本図書館協会   日本国書館協会   
記入方式  基本記入方式   基本記入方式   基本記入方式   
辞書休日録（複合型日  辞酋休日錦（褐合型目  辞酋休日録（神合型日  
目録の型  
鋒）   録）  
対象メディ ア  図書仲心）   図酋   図書、逐次刊行物   
対象資料  洋資料、和資料   和資料（中心）  洋資料、和資料   
記入レベル  
の原則   
完全記入   完全記入   完全記入   
条項の程度  簡略   重厚   
ALA著者書名目録規  
倣った目録 基準  英米目錦規則1908年 版   則第2版LC記述目  
録規則1949   
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d．『日本目録規則新版  e．『日本目録規則』  f．『日本日録規則  
予備版』（1977年版）   （1987年版）   1987年版改訂版』   
編集   日本図書館協会   日本図讃館協会   日本図書館協会   
非基本記入方式：  
非基本記人方式：  記述ユニット方式   
記入方式   記述ユニットカード方    記述ユニット方式  
式  




録音資料［準備中］   対象メディ ア  図書、逐次刊行物、そ     止画像［準備中］、機  あらゆる資料メディ アを扱う   の他の資料：吹條資料  械可読データファイ     ル 、三次元工芸品、  
実物［準備中］、非刊  
行物（文責、手稿、  
等を含む）   
対象資料  和資料（中心）   洋資料、和資料  
記入レベル  
物理単位   
讃誌単位（基礎書誌  
の頗則  書誌単位  単位基軸）の記述   
条項の程度  簡略   重厚  
1942年版  国際的標準化重視 標目規定に重厚性を盛る。   
1952年版  国内事情を優先  記述規定を独自の章に。簡略性もあり。   
1965年版  国際的標準化重視 標目規定に重厚性を盛る。  
新版予備版 ［1977年版］国内事情を優先 記述規定が詳細。簡略性あり。   
1987年版  国際的標準化重視 記述規定が詳細。簡略性（“第三水準”  
がそれにあたる）をも有する。   
交互に採用される二つのパターンは，国内事情の重視と，国際標準化志向の  




進歩とともに時代に即して進展するものと考えられる。   
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1955．4，P．571札 66）。これらによって森耕一は「標目は排列のためのも  
の」とする自身の考え方を揺るぎないものとした。日録排列法の研究（1961年  
7月『日録編成規則』；日本図書館研究会編刊に結実）から出たものと言えよ   








とその書式」（『図書館界』2（1）：1950．3，p．33－42）。   
このように見た場合，標目としてローマ字（またはカナ）だけを記す方法  
は，森耕一あるいは記述独立方式論者における固有の特徴でないと考える。  
2－2 記述独立方式の理論化と実践  












「相対的に基本カードである」。   
杉原の論文は森耕一の理論を力づけた。   
目録記入に関して「相対性原理」とする杉原丈夫の論理を，森耕一は「“標  




はなにか」（『図書館界』8（6）：1957．6，p．145）。   
森耕山のよき協力者であった藤田善一は，森耕一の理論の実践と調査をした  




















の記録方式として記述独立方式を推進するエネルギーとなった。   
日本国書館協会は，1963年3月『中小都市における公共図書館の運営』を編  
集，出版した。森耕一はこの本を高く評価した（「書評『中小都市における公  
共図書館の運営：中小公共図書館運営基準委員会報告射『図書館界』15（3）；   
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1963；10，p．99）。同書は直接サービスに重点をおき「最も無用な労力を割い  
ているのは日録作業である」と断じていた。Lかし整理に関する新しい手立て  













意からなされたものであろう。   
ここに至り日本図書館協会日録委員会は，旧版の『整理技術テキスト』が挙  
げたヨミの形を標目とする別法（修正）を出した。下記に見る。   
『日本目録規則1965年版追加規則および修正・増補事項1969』日本国書  
館協会1970．9，p．33 「例外」例：その表示（下記）  
ミヤサ○ ヮ，ケンシや  
風の又三郎   
この方法は，前述どおり戦前から著者基本記入論者（武田虎之助など）等が  
探屑していた形であり，最小限の安協としてこれを導入したと見られる。  
2－3 森耕一のグループによる非基本記入方式の目録規則策定  
1967年初め，整理技術研究グループ（前出）は“目録思想史”の研究に入っ  





























改訂版においても非基本記入方式が継承された。ただ『日本目録規則新版予備   











2－4 非基本記入方式における森耕一の立場   
記述独立方式の理論，技法に関して先行するものがあるか。一般にこうした  
面の対象例とされるのは，下記の二論である。   
①横井時重「簡易日録法試案」（『日本国書館研究会会報』10：1948．8，p．5）   
②遠藤英三「目録についての疑問：井の中の蛙の夢」（『学校図書館』11：  
1951．9，p．38「39）   
ちなみに，森耕一は横井時真に次のような謝辞を呈している。  
数年前に横井氏の業績があったことを挙げなければならない。氏の経験  
は，さらに数年あるいはそれ以上遡るのではいかと思うが・，その経   
験が，従来の基本記入の標目を追放しても一向にさしつかえない（という  
より，多くの利点がある）という保証を与え，私の考え方に対して，一つ  
の自信ともなり，裏づけともなった。（「標目と記述の分離：目録作業合理   
化のために」『図書館別 7（6）：1955．12，p．195－201）   
両者の論は，著者基本標目を記さない方式の実践，提案という点で記述独立  
方式に通底するものがあり，年月的には先駆をなすものであった。   
ただ横井，遠藤らの主張は，書名主記入（方式）との相違が不明であり，そ  
の点で森耕鵬やその共同研究者の主張と相違する。森耕一等の主張は，書名基   
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本記入方式（及び著者基本記入方式）とは概念的に決別し，両者を止揚（Auト  
heben）した形で論理構成したと言えるであろう。  




















石塚氏とたびたび話し合ったこと。話し合うたびに氏の賛意を得［た］。   
森耕一のプライオリティは下記のように整理できるであろう。   
1上記の論文「標目と記述の分離」は，この目録方式を著者基本記入は  
無論，書名基本記入とも完全に異なることを最初に鮮明に示した。  
2 「記述独立方式」関係の論者の質量が抜きん出ている。   
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3 関係事項で指導九リーダーシップを確かに発揮した。  
（1）ICCP輪読会をリードした。   
（2）整理技術研究グループ『図書館目録規則案』の策定をリードした。   
（3＝LA『整理技術テキスト』で記述独立方式を二度使用した。  
（4）基本記入論を激しく批判した。   
（5）“相村目録理論”を発見したと主張した（これに対しては後に批  





化しようとする，俊敏な行動だったと考える。   
森耕一「目録法における相対主義」『私立大学図書館担当者研修会報告書  
昭和43年度』，1968，P．151－175   
森耕一「日録記入の相対性：その発見に至るまで」『図書館学』15，1970，  
p．3－5   
森杵→「目録法における相対主義：無著者名図書（著作）を中心に」『仙  

















2－6 「日本目銀規則」への非基本記入方式導入と森耕一   
『日本日録規則新版予備版』（1977年）について，光斎重治は「革命」と言  
う（「NCR新版の理念と日録の編成」『大学図書館研究』14；1979．4，p．56）。   
目録規則の基本的な理念が変わったからである。つまり基本記入概念の否定  
であり，具体的には著者基本記入の否定である。   
著者基本記入について，S．P．Dunkinは次のように述べる1）。（『目録規則の  




である。   
前畑典弘は言う（「図書館目録の機能と有効性一利用・検索の面から」『東京  
大学図書館情報学セミナー 2；1972年度後期』東京大学，［1973．3］，p．125  
－129）。  
著者主記入にあまり論理的な根拠はない。著者性がいろんな面で放棄さ  






味で，記述独立方式の理論と共通するところがある。しかしこの「書誌単位」   








適した方法である（『日本目録規則1987年版』，『日本目録規則1987年版改   
訂版』，『日本目録規則1987年版改訂2版』の序説：これら三つの版で同一  





ると考える31。   
注）  
1）Dunkin，PaulS．“CatalogingU．S．A．”AmericanLibraryAssociation，C1969，  
p．11．   
2）verona，E．「文献単位と書誌単位」森耕一訳『InformationServiceN．  
S．』1（3／4），1960．10，p．125－141   
3）本章は，主として下記に依拠して記述した。  
志保田務「＜記述独立方式＞と森耕一：非基本記入方式の成立」『図書館  
文化史研究』no．19，2002．9，p．113－148   
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料の六種の下で，次の三つのレベルに分かれる。   
分析レベル（analyticlevel） 一冊内の一部分が記録される単位となる場  
∠ゝ ロ   
単行レベル（monographiclevel） 一冊が記録の単位となる場合  
集合レベル（co11ectionlevel）：多冊を集めて記録の単位とする場合  
1980年代の改訂ではBibliographicEntityなる用語で概念規定された5）。   
これが旧Manual（1974年）と異なる点は，旧版ではその可能性だけが予測  
され，実際には規定されていなかった逐次刊行レベル（seria11evel）を正式に  
規定したことである。こうした書誌的なレベルを規定することの意議は下記の   
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ところにある。   
①レベル別にファイル（書誌）を作成する［それらをリンクする］   
②書誌交換用である   
③コンピュータ用である  
3－1－2 目録規則に「書誌レベル」を組み込む   




3－1－3 書誌単位，書誌レベル，書誌階層：概念の定義   














例：単行レベルの書誌単位   
ただし「書誌階層」との用語は規則の性格を述べる見出Lとして用いられる  
にとどまり，規定内の用語にほなっていない。規定内容は次のとおりである。   
1 書誌単位（書誌要素の集合）   
144  
2 書誌レベル（書誌記録の出力レベル）   
3 書誌構造（書誌記録内の書誌単位の組成順序）  
注）  
1）高鷲忠美，志保田務，大城善盛「非基本記入の目録規則：『日本日録規   
則新版』の 歴史的背景」IFLA，東京．1986，150CAT3／OP3J．『整理   
技術研究』23，1986．12，p．54－61  
2）TAKAWASHITadayoshi，SHIHOTATsutomu，OSHIROZensei．“Theno－   
mainentrypr血ciple：ThehistoricalbackgroundoftheNipponCataloging   
Rules”Cαよαわgわ喝＆C～（ば吋宮cαわ0裾Q祝α£eγ吻，9（4），1989，p．67－77．  
3）shoham，Snunith＆Lazinger，SusanS．’Non－mainentryprincipleandauto－   
matedcatalog．Catalogわ乙g＆Class節CationQuater13／，12（3／4），1991，P．5ト   
67．  
4）∽Ⅵ割苫r．虎弓狩将柁Ceナ′氾77′乙｛αりbr刑αC／乙か乙ピー柁αdαわ～eわ地上わgγて岬ん宜c加－   
SCTiptim～rS，Paris，UNESCO，1974．  




フォーラム シリーズ』I1992．6，p．7  
8）岩下康夫「“著作単位”“書誌単位”と“書誌階層”：日本目録規則本版   
案批判試論」『図書館界』38（3），1986，p．148－154  
9）岩下康夫「日本目録規則（NCR）1987年版への書誌単位概念の導入によ   
る書誌用語「多巻もの」「セットもの」「シリーズ」の意味の変質につい   
て」『図書館界』40（6），1989，p．28卜288  
3－2 「書誌単位」概念の揺藍期   
先述のように書誌単位に対する不理解・逆風が厳しいなか，丸山昭二郎日本  
図書館協会目録委員長（当時）は1985年11月の「NCR本版関西検討会」で   
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「書誌階層規定は着物の縫い揚げと同じで，背丈が伸びた時の用意」であると  
の先見性を示した。今日的に見ると評価に催する言である。  

















全く異なる。   
Veronaは，著作（Work）という語と図書（book）という語とを，厳密に区別し  
て用いている。ある著作の一つの版またはある翻訳を，それぞれ一つの図書と  




て，今日では物理単位は書誌単位とは系を異にする概念と理解されている。   
EvaVeronaが考えた次元は基本記入の標目の次元である。それに対して書   
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誌レベル等現在われわれが論じている次元は記述の世界であり，書誌的記録の  
次元であることを認識しておかねばならない。   
ここにおいて，EvaVeronaが著作と文献単位を結びつけた点を限定する必  
要がある。A．Domanovszkyによると「著作」には少なくとも三種がある5）。   
① 本来「図書」と呼ばれるべき資料的要素と知的要素の二面から成り立っ  
たものを示すためのもの。  
（む この複合物から抜き出した，知的要素の部分（のみ）。   
③ 全体と構成要素の関係の中で構成要素の部分を示すもの。   
記述の単位に「著作単位」を主張する次のような議論があるが，先の「著  












1．特定国書の検索   
2．特定著者の著作のうちで所蔵しているものすべての検索   




確立，主張していた。したがって基本記入否定のための論拠をEvaVeronaの   
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評価に求めていたと推察される。基本記入否定の次元では各種の記入と標目の  
相対性（基本標目の絶対性への対立）が主論点である 。これとEvaVeronaの  























代の書誌単位は以下のように規定される。   
書誌単位：一つの書誌レベルに属する固有のタイトルに始まる一連の書誌  


















1．9 書誌階層（つまり書誌単位）  




識したものである。   
西洋日録法における日録の目的に言及する。   
第三の目的「特定著作のすべての版の検索」は，図書館目録の蔵書記録とい  
う性質からは壮大にすぎる目的ではないか。   
第一の目的「特定国書の検索」は図書館にとって最も現実的な目白勺であり，  
所蔵という図書館機能と深く結びつくものであろう。森耕一はこの点に着目し  
た多数の論著を持つ。それらはVeronaを多く引用した標目論議である12）13）14）。   
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残る第二の目的「特定著者の著作のうちで所蔵しているものすべての検索」  
は第一の目的よりも大事とする意見がある。A．Domanovszkyも同意見である。   
以下は，これに依りつつ更に敷桁するものを示す15）。なお後にその訳が出さ  
れた16）。  
3－2－31970年代の書誌記録観   





















なければならない。「日本目録規則本版」における関係規定の歩みを示す。   
①第二次案（1985．2）書誌階層，書誌単位，書誌レベル規定案初出   
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②「日本目録規則の総則案と書誌階層について」『図書館雑誌』79（8），  
1985．8   
③「日本日録規則本版第三次案」日本国書館協会．1986・   


















中で物理単位をどう処理するかという問題が明確に解決されていなかった。   
注）  
1）内藤街亮「書誌階層，書誌レベル，リンクなどを論じたり引用された文  
献の一覧」『書誌索引家協会研究大会資科』1989．3，5p   
2）Verona，Eva．“LiteraryU一山versusBibhographicaiUnit’’．Libri，9（2），1959，  
P．79－104．   
3）Verona，Eva「文献単位と書誌単位」森耕一訳『此A．坤門朋α血㍑ぶe和一   
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ね臥叶5．』1（3／4），1960，p．125－141  
4）Tillett，BarbaraB．“Bibliographicrelationships正11ibrarycatalogue”，   
nationaLCataloguing＆BibliographicControl，January／March1988，p．3   
－6．）  
5）Domanovszky，A．釣JlnCtioILSandoqiectsQfauthorandtitlecataloging：   
a coγ乙t7豆bution tocatalogui7tg theory，Munchen，Verlag Dokumentation，  
1975，p．92－93．  
6）大域善盛「NCRsにみる日録の記入単位」『第38回目本図書館学会研究   
大会要綱』日本図書館学会，1990，p．35－36  
7）大城善盛「日本目録規則における記述対象の研究」『図書館学会年報』   
37（3），1991．p．117－124  
8）Lubetzky，S．Catalogi7Zgr乙Llesal乙dpナ豆γ乙Ciples：aCritiqueQFtheA．L．A．   
rulesjbrelttryalldap和POSeddesig7／tjbrtheirreノ乙）isoIL，WashingtonD．C．   
LibraryofCongress，1953．  
9）InternationalFederationofLibraryAssociatio7乙SStatemeluQfP†血ci－   
p～es．αdop£edα£抽e血如～柁αね0撒裏Coγ腑γe71Ce O†7Cαぬ～og㍑宜瑠gPわ′柁C宜－   
PLes，Paris，October1961．  
10）谷口祥一「記述日録法のための三層構造モデル」『図書館学会年報』36   
（4）．1990，p．149－166  
11）『日本目録規則本版第3次案』日本図書館協会，1986  






15）Wilson，PatrickT7LeSeCOγ乙doむec血e（77LeCOnCqPtuaLjbundationsQf   
descrip血ecatalogi12g editedbyElaineSvenonius），Sandiego，Academic   
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Press，1989，P．5－16．  
16）wilson，Patric「日録の第2番目の目的」高鷲息美，岩下康夫訳『整理   
技術研究』29，1991，p．4ト51  
17）日本図書館研究会整理技術研究グループ「図書館目録規則案」『図書館   
界』26（4），1974，p．109－117  
18）和中幹雄「ネットワーク時代の目録」『私立大学図書館協議会西地区部   
会束海地区研究会分科会例会講演記録 第1回』『館灯』29，1990，p．ト   
14  
19）伊藤順「書誌的単位の二重性」『図書館学会年報』25（2），1979，p．71   
－82  




22）『日録情報の基準「日録システム利用マニュアル・データベース編」   
抜刷り』学術情報センター，1986．12，104p  
器）『目録情報の基準 第2版 目録システム利用マニュアル・データ   
ベース編改訂版』学術情報センター，1990．3，p．101  
24）志保田務［ほか］「日本日録規則本版第2次案批判」『図書館界』38   
（2），1986．7，p．89－92  




27）志保田務「日本日録規則本版案における書誌階層及び書誌単位規定に   
対する一考察」『整理技術研究』23，1986．12，p．45－53  
28）相田雅明［ほか］「日本日録規則本版第3次案批判」『図書館界』39   
（3），1987．9，p．96－99   
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29）志保田務「書誌階層関係概念理解のカテゴリーを求めて」『整理技術研   
究』24，1987．10，p．49－56  
30）丸山昭二郎編『新・目録法と書誌情報』雄山間，1987，267p  










括記入とすることもできる（『日本日録規則新版予備版』2，1．2．1）   
日本国書館研究会整理技術研究グループ禰「図書館目録規則案」に似てお  











るという手法を拒むかのように見える。   
1洪  
図書は完全本によって記載する。したがって，不完全な図書は完全本に  
よって記載し，不完全な部分を注記する。   
「完全本」の用語定義（『日本目録規則1965年版』p．150）を見る。  























則新版予備版』による記入例から，この規定の欠陥を具体的に見る。   
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固1  
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地役権，第5串 入会権，第6車 占有権   
1．ミンボウアンナイ 3．2 2．ブッケンホウ2 al．ワガツマ，サカエ  
戎．イクヨ，トオル sl．民法一日本 ①324  
0  
（木原通夫，志保田務『分類・目録法入門』第∪仙1去規 別冊より）   
ここでの「物理単位」の記録様式の持つ問題点を見る。   






か，全体に対するものか見分けることが出来ない。   
［第2列］ 東京 一粒社1984   
問題点は出版年である。『月本目録規則新版予備版』の関係規定を以下見る。  
2．4．3．1（出版年）出版年はその図書に表示されている最新の  




なお標目指示（トレーシング）にも巻次と同様の問題がある。   
156   
こうした問題点は，『日本日録規則1987年版』においても標目の表し方に関  
して存在している。  
『日本日録規則1987年版』 §22．3．1（p．225）掲載例を挙げる。  





（A）   （B）   
民法1遠藤浩［はか］編   民法1山田卓生［ほか］編   















と，受入，貸出用の書誌記述と目録用の書誌記述が別の様式となり，少なくと   
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も二通りの記述様式を用意することになり，当をえない。それでは，Japa〟  
MARC（J／BISC，日本全国書誌）が固執している『日本目録規則新版予備版』  





を記述する単位を物理単位と［する］（§1．10．0 前段）  






ている8）。   
まず書誌レベルに関してほ，ThecommoncommuIlicationformat（CCF）に  











規則1987年版』§1．11．1は下記のように多少明瞭である。   
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ア）集合単位の本タイトルから標準番号，入手条件に関する事項まで。   
イ）第2レベル以下には順次下位の書誌単位（物理単位）書誌的事項を，  
当該単位の巻次，回次，年次等に続けて記載する。   
ウ）各書誌的事項の記録順序と区切り記号の用法は1．0．5．7 による。  














New Montgomery books  
東京：篠崎書林，1980一   
冊；19cm  




○   
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味からは物理単位の記録となる。つまり同一のものが，視点によっては集合書  













というよりも一般目録論である11）。   
多段階記述様式によれば，各分岐した枝の末端段階まで記述出来る。そのこ  
とと，物理単位と構成書誌単位がどこまで一致するか，どこで分岐するかはな  
お難問題である12）。   
注）  
1）森耕一「標目と記述の分離ヂ日録作業の合理化のために」『図書館界』  
7（6），1955，p．13－9   
2）『日本目録規則1965年版』日本国書館協会，1965．5   
3）田口瑛子「ISBDから見た日本目録規則新版予備版の問題点」『図書館  
界』3（3），1980，p．110－116   
4）山野美賛子「日本日録規則新版予備版解釈と実際例：日本目録規則新版   
予備版適用上の問題点・各論」『図書館界』33（3），1981，p．125－126   
5）志保田務「図書館日録をめぐる国内の動向：目録の機能，目録規則等に  
ついての考察」『図書館日録の現状と将来』（日本図書館学会稀『論集・図   
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書館学研究の歩み』7） 日外アソシエーツ，1987，p．44  
6）志保田務「日本の目録規則（NCR）における相対機能の研究」『桃山学   







7）丸山昭二郎「目録規則における巻次等に関する規定について」鶴見大学   
紀要 人文・社会・自然科学編』29，1992．3，p．1－20  
8）Thecommoncommunicationformated．byPeterSimonsandAlanHop－   
kinson，Paris，Unesco，1984，P．20－21．  
9）原田勝「ユネスコの共通コミュニケーションフォーマット」『ドクメン   
テーション研究』34（10），1984，p．435－447  
10）IFLAWorkingGroupoftheISBD「国際標準書誌記述単行書用」日本国   
書館協会日録委員会訳『現代の図書館』10（3），1972，p．117  
11）豊田邦雄「日本目録規則本版案における書誌階層と多巻もの」『図書館   
界』38（1），1986，p．26－30  
12）北克一「書誌ユーティリティにおける日録：NACSIS－CATを例とし   
て」『図書館別45（2），1991．7，p．8計96  
3－4 記録のレベル  
3－4－1 記録対象：その規定   
『日本目録規則1965年版』は記述の村象を「完全本」と定めた1）。しかし，  
これも何をもって「完全」というのか，シリーズの側から見るのか，単行本の  
側から見るのか，何一つ決めていない。記述冒頭のタイトルとして採用する夕   











出して論議する。   
前述の線で考えると，ここに挙  
げた実例の記述は何から書き始め  
るのだろうか。   
① NewMontgomerybooks  
Nerv Montgom ery books 5 
ストーリー・ガール part l  
上  
モンゴメリ作 木村由利子訳  
八田明代 画  
篠崎書林   







全30巻の全集といったようなものもある。（同版p．82）   
結論的に言えばこの文章が災いしている。この例の場合，  
① 上下2冊で完結しているもの  
ストーリーガール1（このタイトルのもとに上下巻あり）  
② 全30巻の全体  
NewMontgomerybooks（このタイトルのもとに30巻あり）   








定で，実際的には使いにくい規則である。   
『日本目録規則新版予備版』は，「多巻もの」，「セットもの」という概念を  
提示しているが，それらの定義の不備で混乱が生じている4）。   











3－4－2 書誌単位に基づいて記録する   
書誌単位を軸に書誌的記録を作成する，親行の「日本日録規則」の方式が編  
み出された。これは書誌交換，UnescoのReferenceManualやCCFに由来す  
る。   
書誌としての把握の必要からである。今日，物（例えば図書）ではなく，タ  
イトルをアクセス・ポイントとする資料の確認方法や装置によって書誌情報の  
交換を可能にすることが不可欠である。   


















中心の単位を特定する判断は不必要である。   
ただしNACSISの参加館間では，適正な単行レベルのタイトルであるか否か，  
厳しくチェックされる。こうした考えは非現実的と言われるおそれがあろう。   
ここでも「固有のタイトル」という判断はつきまとって来る。巻次，回次・  
年次，部編等は常識的，感覚的にはタイトルにならないが，それについての説  
明を論理的に示す必要があるであろう9）10）。   




自明の理である。しかし，部編，巻次的なものについては，それ自体でタイト   
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ルたりうるか，本タイトルの一連構造に含まれてタイトルを形成するかという  












情報の基準 第2版』（p．27－30）に，「固有のタイトルでないもの」の基準リ  
ストを示している。「日本目録規則」にはこうした規定がない。NACSISのそ  
れはマニュアルとして有効であり，借用について考慮する必要があるIl｝。   
注）  
1）日本国書館協会目録委員会縮『日本目録規則1965年版』日本国書館協  
会，1965   
2）日本図書館協会目録委員会編『日本目録規則新版予備版』日本国書館協  
会，1977   
3）岩下康夫「日本日録規則（NCR）87年版への書誌単位概念の導入による  
書誌用語「多巻もの」「セットもの」「シリーズ」の意味の変質について」   
『図書館界』40（6），1989，p．281   
4）岩下康夫「書誌用語“逐次刊行物”“シリーズ” “多巻もの’‥‘合集”に   
ついて」『図書館界』37（1），1985，p．24「30   
5）遠山潤，岩下康夫「J．A．シャインポーンのAACR批判に関する一考察   
：1」『図書館学』39，1981，p．2卜31   
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8）岩下康夫「“著作単位”“書誌単位”と“書誌階層”：日本日録規則本版   
案批判試論」『図書館界』38（3），1986，p．15什－151  




11）北克一「書誌ユーティリティにおける目録：NACSIS－CATを例とし   
て」『図書館界』43（2），1991，p．89－96  










た。先に述べたように「著作」に関する概念は少なくとも三種ある1）。   
① 本来「図書」と呼ばれるべき資料的要素と知的要素の二面から成り立っ  
たものを示すためのもの。   
① この複合物から抜き出した知的要素の部分（のみ）。   
③ 全体と構成要素の関係の中で構成要素の部分を示すもの。   
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Veronaが使用した「著作」は上記（D、③のうちの①である。   
それを端的に意訳すれば，著作単位は［すべて］標目で扱う，逆にいえば著  
作単位は記述では扱わない，とするものといえる。このような議論は次の形を  
とると思われる21。   
記録の土台となる記述を転写の原則によって作成する。するとこれは転写で  
あり「著作」という抽象面・統御面は求められない。その逆に標目フィールド  






の性質を確認する必要があるであろう。   














献単位の集中が目指すものは著作の特定であるとし，その範囲で「文献」を   
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「著作」と読み代えることを肯定している。しかし「文献」と「著作」は先に  






ることを否定することができないものと私は主張する。   




作」は記述の側の概念であり，標目の側の概念ではないと理論展開する。   
この考え方が『日本日録規則1987年版』の標目の部分に影響して著作単位は  
標目に限られ，記述から除外されたと岩下康夫は批判している。また，著作単  
位は記述に関する概念であり，標目には関係せずとの見解を示した。   
② この岩下康夫の理論に反論した谷口祥一は，第38回（1990年度）日本図  
書館学会研究大会発表の論文（完成稿）によって1991年度の日本図書館  







図示している（図4）。   
日録記入  
－一標目  ???????
－－記述   


















る。   
















記述対象資料   目録記入  
「内容、範囲」←   
タイトル  ←  
????
キスト」が一般的に多数派の非転換資料（図書）において何を意味するのかは  
す 不明である。P．Wilsonにおける「テキスト」は出版事象等の要素を包含する  
概念と思われるが，谷口祥一における「テキスト」はこれと同じであろうか。  


















p．92－93．   
2）山田常雄「著者書名日録の機能と標目」『図書館界』24（5），1973，  
p．211   
3）吉田暁史「書誌階層の研究」『帝塚山学院大学研究論集』21，1986．12，  
p．160－173   
4）谷口祥一「記述日録法のための三層構造モデル」『図書館学会年報』36   
（4），1990，p．149－166   
5）岩下康夫「“著作単位”“書誌単位”と“書誌階層”：日本目録規則本版   
案批判試論」『図書館界』38（3），1986，p．50－151   
6）岩下康夫「書誌単位概念と記述村象の把撞」『第34回 大学図書館司書  
主務者研修会報告書 平成6年度』私学研修福祉会，1995．1，p．38－52   
第二部 目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に171   





















3－6－2 著作，書誌記述に見る相対性   
上記，杉原丈夫，森耕一とほ異なる局面において相対性を論じ，分析したの  
は岩下康夫である5）。   
岩下康夫によると著作とは，本来固有のタイトルの存在を条件にその最小の  
かたまりから最大のかたまりの間を自由に膨張したり収縮したりする性質をも  
つもの，すなわち相対的なものとして認識することが可能であるとする。   













3－6－31980年代の書誌単位論を振り返って   
基本記入への批判，反省は日本に始まった。これに対してMichaelGorman，  
ElaineSveno血us等が理解を示しはじめ9）1O），米国の維誌に原稿を求められ高  






在，コロケーションは著者典拠ファイルで処理可能な問題と認められる。   
非基本記入方式，書誌階層，と日本の目録理論は世界に対してリーダーシッ  





あろう。それは入力問題に限らず出力でも残る。コンピュータ目録が一般化し   













える。   
注）  
1）杉原丈夫「日本目録規則への質問：標目をめぐって」『図書館雑誌』49  
（9），1955．9，p．9   
2）森耕一「日録法における相対主義」『私立大学図書館担当者研修会報告  
書昭和43年度』1968，p．15卜175   
3）森耕一「目録記入の相対性：その発見に至るまで」『図書館学』15，   
1970，p．卜5   
4）森耕一「日録法における相対主義：無著者名図書（著作）を中心に」   
『仙田正雄教授古稀記念図書館資料論集』1970，p．70－93   
5）岩下康夫「“著作単位”“書誌単位”と“書誌階層”：日本日録規則本版   
案批判試論」『図書館界』38（5），1986，p．15臣151   
6）志保田務「日本日録規則本版案における書誌階層及び書誌単位規定に対  
する一考察」『整理技術研究』23，1986．12，p．52   
7）志保田務「日本の目録規則（NCR）における相対機能の研究」『桃山学  
院大学人文科学研究』25（2），1990，p．137－139   
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8）志保田務，北克－「月録における相対性：コンピュータ目録を中心に」   
『日本図書館学会研究大会発表要綱第39匝批1991，p．41「45  
9）TAKAWASHI，Tadayoshi“TheJapaneseno－mainentrycode”，77u？Con－   
CqPturalFoundationQfDescriptiveCatalogirag／editiedbyElaineSven－   
Onius，SamDiegoAcademicPress，1988，p・65－72．  
10）Gorman，Michael“CatalogingandtheNewTechnologies”，77LeNature   
andFblureQftheCatalQg／ed．byMauriceI．Freedman＆S■MichaelMalh－   
COnico，Chicago，AmericanLibraryAssociation，C1979，p・127－136・  
11）小田寮正「目録規則の運命」『図書館界』32（3），1985，p．136－142  





『日本目録規則1987年版改訂版』1994年  『日本目録規則1987年版』   
記述対象   記録の書誌レベル   記述対象   記録の書誌レベル   
単行資料   単行レベル   単行資料   単行レベル   
逐次刊行物   逐次刊行レベル   逐次刊行物  逐次刊行レベル   
単行資料の集合  集合レベル   セットもの  集合レベル   







ルとして当然集合レベルに在る。原理的には下記の一行を加え得る。   
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逐次刊行物の集合  集合レベル   
ただし，『日本目録規則1987年改訂版』1．0．2．4の文末に「逐次刊行物は，原  
則として集合レベルの記録は作成しない」との規定がある。これによって上記  








容細目として記録する。いくつかの問題点がある。   
1．単行単位の上位単位として，逐次刊行単位を示したこと。  
2．書誌単位をト・に関する事項として記録する」としたこと。   
3．「逐次刊行単位はシリーズに関する事項」として記録する，というの  









「集合レベル」ではなく「逐次刊行レベル」にあるとしている。   
その不整合は次の規定と対比すると一層明白である。（同版1．0．2．4：逐次刊  
行レベルの記録）  
逐次刊行物を記述の対象とするときは，逐次刊行単位を記述の本体とす   
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る書誌的記録を作成する。その記録は逐次刊行単位，集合単位，構成単位  
の順とする。集合単位はシリーズに関する事項，構成単位は内容細目とし  







「集合単位」と称されている。   
つまり上位の逐次刊行物に関して，   
① 単行単位の上位である場合，「逐次刊行単位」と定義し   








年版改訂版』が定めた「記録のレベル」の整合性の欠如を指摘しておきたい。   
（A） 単行単位．－（集合単位または逐次刊行単位＊）．一 構成単位  





る。なお（B）の基礎単位の位置に「逐次刊行単位」があるのは『日本目録規   
























史，1987．2 日本国書館研究会研究大会，1987．9『図書館界』）があって『日  
本日録規則1987年版改訂版』で整合された。『日本目録規則1987年版改訂版』  
（1994年）は，8年前「日本目録規則本版第3次案」（1986．6）当時の混乱に  
逆戻りした。   
書誌レベル関係事項のうち『日本目録規則1987年版改訂版』及び『日本日録   
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規則1987年版改訂2版』で未解決の点を指摘したい。  
．1「固有のタイトル」の規定を持っていないこと   
学術情報センター『日録情報の基準第2版：目録システム利用マニュアル・  
データベース編改訂版』（1990．3 plOl）を「日本日録規則」に直接導入する  
のがよいであろう。（同センターは国立情報学研究所と名称変更している）  
．2 「記述の基盤」の規程が，集合単位に関して規定されていないこと   
「記述の基盤」について，集合単位の記述に関して規定していない。  
．3 構成書誌単位と巻次の扱いが不明確   
これは，両版特有の問題ではなく，かつてより目録規則一般が明快に解決し  
えていない。これに関しては，丸山昭二郎が優れた一つの知見を示している2）。   
高鷲忠美，岩下康夫も深く掘り下げた議論を行っている3）。   
書誌単位に関係の規定は，今後激変するであろう。『日本目録規則1987年版  
改訂2版』第13章「逐次刊行物」の「継続資料」への変更が決まっている  




構造，その基盤機能を失うことはないと考える。   
注）  
1）志保田務，北克一「＜日本目録規則1987年版＞以降：新原別に対する管  
見：「改訂版」（1994）を含んで」『TP＆D フォーラム シリーズ』Ⅴ，   
1996．7，p．49－づ3   
2）丸山昭二郎「日録規則における巻次等に関する規定について」『鶴見大  
学紀要 人文・社会・自然科学稀』29（4），1992．3，p．卜20   
3）TAKAWASHITadayoshi＆IWASHITAYasuo，“The conceptofabiblio－  
graphicunitintroducedintotheNewiyRevisedEditionofNipponCataloging  
Rules1987EditionandresultantcataloguinBObject”Cataloging＆Class所－  
Cα寝0硯Q祝α痴γJ肌23（2），1996．6，p．17－39．   
第二部 目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に179  
4）JLA目録委員会「日本目録規則1987年版改訂2版 第13章検討のポイン   
ト」『図書館雑誌』96（2），2002．2 p．132－133  
5）『日本日録規則1987年版改訂2版』（前掲）p．血  





の関係の記事を多く掲げ，1999年初頭には「特集＝メタデータ」を組んだ2）。   
図書館界では，この概念とどのように取り組んできたのか。主として  















さらに具体化するには実際の記述方法（ラベルの決定等）が必要となる4）。図   













後も検討，改良が重ねられている。   
2001年8月，日本国書館協会は『日本目録規則1987年版改訂2版』を発行し  











世代に移るとの見通Lが示されでいる。   
記録の単位の考え方として，IFLA（国際図書館連盟）のStudyGroupによ  
る報告であるFRBR（FunctionalRequirementsforBibliographicRecords）につ   










トをFRBRの利用者行動分類型と合致するようにした11）。   
注）  
1）海野敏，影浦峡，戸田慎一『学術情報と図書館』（講座図書館の理論と  
実際 9），雄山閣出版，1999，p．162－172   
2）“特集＝メタデータ”『情報の科学と技術』49（1），1999   
3）vellucci，SherryL．“Metadataandauthoritycontrol”LibraryResources＆  



















⑲資源識別子（その情報を岬一意的に識別するURLやURNなど）   
⑪ソース（その情報のもととなった情報）   
⑲言語（その情報で使用されている言語）   
⑬関係（他の情報との関係）   
⑭範囲（その情報が有効な地域，期間など）   







5）永田治樹“図書館日録の現状と将来：メタデータとOPAC，，（特集：図   
書館目録に将来はあるか）『情報の科学と技術』46（3），1996，p．106－113  
6）日本国書館協会目録委員会編『電子資料の組織化：日本目録規則   
（NCR）1987年版  
7）永鋸台樹『学術情報と図書館』丸善，1997 ＜第6章：目録とメタデー   
タ＞  
8）IFIJAStudyGroupontheFunCtionalRequirementsfbrBibliographicRe－   
COrdsApprovedbytheStandingCommitteeoftherFLASectiononCatalog－   
hg“Functinalrequirements for bibliographic records：且nalreports”   
Munchen，K．G．Saur，1998，136p．（UBCIMpublications；Newser．，Ⅴ．19）  
9）書誌レコードの機能要件：IFLA書誌レコード機能要件研究グループ最   
終報告（IFLAも部会常任委員会承認）／和中幹雄，古川肇，永田治樹訳  
日本国書館協会，2004，121p ＜上記文献8）の訳＞  
10）T揖ett，BatbaraB．“IFLAstudyontheFunctionalrequirementsofbiblio－   
第二離 日録規則を巡る議論の進展：日本を中心に183  
graphicrecords：theoreticalandpr・aCticalfoundations”（60thIFLAGeneral   
Conference〕－Coγ腑renceProceedirLgS，Augustp．2ト27，1994．  
11）橋詰秋子「米国に見る＜新しい図書館日録＞とその可能性：ベイツレ   
ポートを中心に」（特集 目録はサービスである）『現代の図書館』41   
（4），2003．12，p．222   

187  
1 目録温 目録論の現在と未来   
M．K．Baklandは，“目録の将来”について次のように言う1）。  
ここ100年ではじめて，私達は，図書館サービスの再構築という大き  



















センターニュース』は50号（2000年3月）で最終号となった。   
わが国の大学図書館におけるデータベース作成方法としてはNACSIS－CAT  
の利用が最も多く75％，公共図書館では民間マーク（TRCマーク等）を利用   
188   
しているものが，約50％である。しかし自館作成（複数回答）をすることがあ  
るとする答えの割合が65％内外である。図書館員を目録作成と無関係と見る  











1－2 目鋸規則の衰退論とその超克   











書誌単位理論の再確認の必要を主張する10）。   
結 論 189   


















いても，研究件数は少ない16J。   
注）  
1）Backland，MichaelK．，Redesig77わIglibrar3／Serllice，CI厄cago，American   
LibraryAssociation，1992，p．76．（『図書館サービスの再構築』高山正也，  
桂啓壮訳，勃葦書房，1994，p．114）   
2）Birdsal1，WilliamF．77wmJythqfelectro7？piclibrar3／：librcuセa7？IShipal？d  
SOCialcjw7geiTl・America（Contributioninhbrarianshipandinformation   
science；nO．82），London，GreenwoodPress，1994，p．152－153．（『電子図書   
館の神話』根本彰［ほか］訳，勤草書房，1996，p．214）   
3）志保田務“集中・分担日録時代の整理業務の位相”『図書館界』47（3），   
190   
1995，p．112－121．  
4）上田修一『書誌ユーティリティ：新たな情報センターの誕生』（図書館   
員選書18）日本国書館協会，1991  
5）日本図書館協会目録委員会編『日録利用と作成に関する調査報告書』，   




8）小田泰正“日録規則の運命：研究ノート”『図書館界』37（2），19貼，   
p．66－70  
9）原田勝“書誌システムの標準化”『図書館学会年報』35（3），1989，   
p．107－115  
10）志保田務り書誌記録の単位・レベル：議論の蓄積とその意義”紆P＆D  
フォーラム シリーズ』Ⅰ，1992，p4－27  
11）Ohio Va11ey Group of TechllicalService Librarians；neWSletter，VOl，7，  
1994，ト2．  
12）志保田務“集中日録・分担目録時代の整理業務の位相”『図書館界』   
47（3），1995，p．112－121  
13）古川輩叩英米目録規則』に関する改訂の動向一 一つの展望”『資料   
組織化研究』什整理技術研究」改題）no．43，2000，p．15  
14）山下築“分類日録の件名索引法”『図書館界』30（2），（5），1978－1979   
（Ⅰ部，Ⅱ部）  
15）日本国書館協会件名標目委員会編『基本件名標目表』第4版，日本国   
書館協会，1999，2冊。（本体：音順標目表．＊分類記号順標目表・階層構   
造標目表）＊初刷では『分類体系順標目表・階層構造標目表』と誤記され   
ている。  
16）岩淵衆郎編著『資料組織概説』（新・現代図書館学講座10）東京書籍，  
1998，p．110－310：石井啓豊，貼滞修，千賀正之執筆   
結 論191  












域が生まれ，目録と著作権との関係も生じた4）。   
図書館界では，このような中IFLAがISBD（ER）を出し，AACR2R，『日  
本目録規則1987年版改訂2版』もそれに続いた。電子資料は全く新しい次元に  







が，これを検索行程上にもおくことで分析的な目録情報が生まれる。   
こうした日次情報研究の中心の一人，谷口敏夫は1998年に「≡十年彼の電子  
図書館」を想定する7）。それは，彼の依拠した長尾真・原田勝・石川徹也など  


























よって代表される物質的なネットワークを超えたところにみられる，電子   
図書館によって代表されるとの抽象的理念的概念を持つべきではない。   
このようにF．Birdsauは，資料，情報の利用が，今後も図書館という施設  
（場所）を離れて行われるのではなく，図書館という情報組織化機能をとおし   








1 どんな情報があるかを見つけること  
2 この情報はどこで得られるかを見つけること  
3 情報を手に入れること   
そしてこうした機能を保障するためには，図書館と図書館に備えられる情  















考える。   
194   
注）  
1）田窪直規“メディア概念から文書館情報システムを解読する”『人文科   
学と情報処理』No．22，1999，p．58－63  






4）山本順一“電子出版と電子図書館における著作権”『情報管理』1997，   
p．702－713  
日本国書館協会著作権問題委員会編『図書館サービスと著作権』（図書   
館員選書10），日本国書館協会，1994  
5）永酎台樹“図書館目録の硯状と将来：メタデータとOPAC”『情報の科   
学と技術』46（3），1996，p．106－113  
6）原田勝『図書館／情報ネットワーク論』勃草書房，1990   
長尾真ほか著『研究情報ネットワーク論』勤草書房，1994  
7）谷口敏夫 opcit．，p．210－211  
8）長尾真［ほか］『電子図書館の未来像』，電子（化）図書館研究会1992．  
9）crawford，Walt＆Gorman，MichaelFuturelib和ries；dreams，mad－   
ness，andreality，Chicago，AmericanLibraryAssociation，1995．  
10）谷口敏夫『電子図書館の諸相』白地社，1998，p．121  
11）Birdsall，WilliamF．T7LemythQfelectroniclibrary：Libraria7Wh卸and   
SOCialchangeinAme7ica（Contributioninlibrarianshipandinformation   
SCience；nO．82），London，GreenwoodPress，1994，p．152－153．  
12）Hunter，EricJ．，Co・TTq）ute†鹿edcatalogiw，London，C．Bingley，1988，   
p．218．  
13）日本図書館協会目録委員会『日本日録規則1987年版改訂2版』日本図   
緒 論195   
書館協会，2001，p．揖  
14）日本国書館協会目録委員会『目録の利用と作成に関する調査 報告   
書』日本国書館協会，1998，104p  
3 まとめ  
3－1 本論文における発見について   
本項日においては，当論文が果たした発見について，ここに記録しておく。   

















した。   
主要な論・点は下記の諸点である。  








（3上牧図書館（群）におけるその目録規則の受容，実用化   
琴一部 日本におけ冬標準目録規則の沿革，これにおいては次の発見を記  
した。  








としての要件を欠いていることを示した。2－3 和漢図書目録法に関し  
てはそれが“日録規則”としても不成立であることを指摘した。とL＿   
『日本目録規則新版予備版』に関してはその名称に「予備版」という形  
ではあるが，新方向で改訂された標準目録規則であることを証明した。  






2－3「和漢図書目録法」（日本国書館協会編1932年）   
結 論197  
②著者基本記入方式の目録規則   
2－4『日本目録規則1942年版』   













2001年）   
第二部牒廷：日本を中ノ山二，では下記を“発見”  
とする。  
1牒ニ「日本日録規則」の語版においては，「和漢図書目   
録法」［委員会案］に関する論争について考察し，標準目録策定におけ   
るデモタラティツタな合意の必要性の確認と，「和漢図書目録法」が正   
当に成立していないことを指摘。筆者は，この“論争”において著者主   
記入論側が一方的に“勝利”を宣言したことがのち，1970年代において   
議論逆転の因をなしたことを発見した。またこの章では“「日本目録規   
則」諸版を分析し，それらに見る2パターン”を認識した。  
1942年版  国際的標準化重視 標目規定に重厚性を盛る。  
1952年版  国内事情を優先  記述規定を独自の章に。簡略性も  
あり。  
1965年版  国際的標準化重視 標目規定に重厚性を盛る。  
新版予備版 ［1977年版］ 国内事情を優先 記述規定詳細。簡  
略性あり。   
198  
1987年版  国際的標準化重視 記述規定に精粗，標準の三水準を  
持つ。  













を徹底して集約し分析したことは意義のあることと主張した。   
昼塗においては下記を考究し，自己における発見とする。  
目録法，目録論の現在と未来について特に「目録の衰退」，「日録規則  
の衰退」，「目録研究の衰退」に関する議論をとりあげ，そうした“衰   
退”論が有効でないことを論証した。またそれらの論述の上にj 将来   
卿性の確認を，先行論文を総合して実  
行した。  




の機能要件のモデル化を図ったものである。こうした“要件”に在る「利用者   
結 論199   

















































である。   
注）  
1）IFLAStudyGroupontheFunctionalRequirementsforBibliographicRe－  
cordsApprovedbytheStandingCommitteeoftheIFLASectiononCata－   
loguing“Functionalrequirementsforbibliographicrecords‥且nalreport”，  
Mtinchen，K．G．Saur，1998，136p．（UBCIMpublications；Newser・，V・19）   
2）高鷲忠美，志保田務，大城善盛「非基本記入方式の日録規則一日本目録  
規則新版予備版の歴史的背景（IFLA東京大会1986年書誌調整部会日録分   
結 論 201  
科会における発表）」『整理技術研究』23，1986．10，p．58  
3）TadayoshiTakawashi，TsutomuShihota，ZenseiOshiro．“Theno－mainen－   
trypr血ciple：TheHistoricalBackgroundoftheNipponCatalogingRules”   
Cαぬ£og宜硯g＆Cヱα5ぶ研cαぬ瑠Q祝α招γ物，9（4），1989，p．67－77．  
4）Gorman，Michael“TheAmglo－A封1ericanCatalogingRules，SecondEdition”，   
LibraryResources＆TechnicalServices，22（3），1978，P．209－226．  
5）Strout，Ruth French”The development ofthe catalog and cataloging   
COdes”，Toward a better cataloghlB COde，Chicago，University of Chicago   
GraduateLibrarySchool，1957，p，4－25．   
203  
＜初出記線＞   
本論文を記すにあたって，自己の著作を次のように活用した。  
全体を，主として下記の自著に依拠して記した。   
①志保田務著「図書館と日録，その関係：この一世紀」『21世紀の図書館と  
図書館員』（論集・図書館情報学研究の歩み／日本図書館情報学会研究委   
貞会編；第20集日本図書館情報学会，2001．1，p．113－141  
「序説」においては①のほか次の自著を活用した。   
②志保田務著「集中・分担日録時代の整理業務の位相」（特集「変革」に立   
ち向かう図書館）『図書館界』47（3），1995．3，p．112－121  
第一部 「日本における標準日録規則の沿革」では，下記を活用した。  
（③志保田務著「近代初期における図書館目録規則の標準化過程に関する一考   
察」『国際文化論集』桃山学院大学総合研究所，l10．29，2004．1，p．215－  
236   
④志保田務著「図書館目録をめぐる国内の動向；目録の機能，目録規則等に   
ついての考察（図書館目録の現状と将来）『論集・図書館学研究の歩み／   
日本図書館学会研究委貞会編；第7集』日本図書館学会，1987．10，p．33  
－54   
⑤志保田務「日本の目録規則（NCR）における相対機能研究」『人文科学研   
究』25ほ），桃山学院大学総合研究所，1990．1，p．125－144   
⑥志保田務著「CataloginBRulesinJapanandAnglo－AmericanCataloguing   
Rules：inthePastCenturYandPresent．『桃山学院大学環太平洋圏経営研   
究』，3号，2002．3，p．3－26  
⑦志保田務，北寛一著「戦前期における大学等の総合目録・目録規則策定に   
関する史的考察」『資料組織化研究』48，2003．11，p．23「29  
⑧志保田務，北克－，杉本節子著「ダウンズ勧告における『目録法』関係事   
項と，その受容・展開に関する一考察」『資料組織化研究』47 2003．2，   
204  
p．25－28  
⑨志保田務著「記述独立方式の時代：S40年代後半のJLAの方向転換」（昭   
和40年代における図書館・図書館学の進歩；ⅠⅤ：図書館資料「目録法の進   
歩」：Ⅲ）『図書館界』28（2－3），1976．9，p．322－239  
⑲志保田務著「日本目録規則（NCR）新版予備版の規則構造に関する研究   
（稿）：NCR新版予備版適用上の問題点・総論」『図書館界』33  
（3），1981．9，p．119－124  
⑪志保田務，北克一著「『日本目録規則1987年版』以降一新原則に村する管   
見：改訂版（1994）以降を含んで」『TP＆D フォーラム シリーズ』   
Ⅴ，1995．7，p．49－64  
第二部 「目録規則を巡る議論の進展：日本を中心に」では下記を活用した。  
1 主記入論争と「日本目録規則」の諸版   
⑫志保田務著「日本における書誌基準実質決定システムの変遷に関する一考   
察」『図書館界』54（2），2002．7，p．116－121   
2 「記述独立方式と森耕一」   
⑬志保田務著「〈記述独立方式〉と森耕一：非基本記入方式の成立」『図書館   
文化史研究』no．19，2002．9，p．133－148   
⑭志保田務著「記述独立方式の時代：S40年代後半のJLAの方向転換」（昭   
和40年代における図書館・図書館学の進歩；ⅠⅤ：図書館資料「日録法の進   
歩」：Ⅱ）『図書館界』23（2－3），1976．9，p．322－239 （前出）   
3 「書誌記録の単位・レベル：議論の蓄積とその意義」   
⑮志保田務著「NCR本版案における書誌階層及び書誌単位規定に村する一   
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見：改訂版（1994）以降を含んで」『TP＆D フォーラム シリーズ』   
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＜英文抄録＞  
Astudyofthestandardization ofcatalogingand catalogingru1es，and  
thedevelopmentofcatalogingtheoriesinJapan：abstract  
Regardlessofthekindsoflibraries，alibrarycataloghelpsadministerlibrary  





















II● log mcludesthematiccatalogsanddescriptivecatalogs・Inthehistoryofcata－  
logs，themainstreamhasbeentheclassi鮎dcatalog，Orthematiccatalog．Alsoin   
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thetraditionofbibliographiesinJapanandcatalogsatthebeginnhgofthemod－  









itsuniqueness stressed．Thefollowingpartsarethetitlesofeachchapterand  
item．  






thepastyears．   
Signi丘canceofthistIleSis   
ThepurposeofthesisistomakeahistoricalstudyofcatalogingmlesinJapan  





panLibraryAssociationadoptedthetitle－mainentrysysteminconsiderationof   
208   
thetraditionalwritingstyleinJapanesebibliographies．Aftermuchdisputing，in  




double－deckerstyleseemedcurious forsomeJapaneselibrarians．Sotheypro－  
POSedanon－rnainentrysystemforcataloging．Thisno－mainentryprinciplehas  
beenappliedintheentrystyleintheNipponCatalogingRulessinceDecemberof  
1977．This cataloging style was usedint抽s era ofJapan／MARC．This thesis  
SearChingforawaytomakeuseofthesecatalogingrulesintheincreasinglydi－  
VerSi＆ing electronic resources，byinvestigatingthe possibilityofapplying this  















eventua11yledtothe山troductionoftheno－main entry systemto theNippon  
CatalogingRulesafterintensivemainentryargurnentS・S止一Cethe1980s，thebib－   











thefieldthisthesisisdealingwithhasbeenleftuntouchedintheacademicfield・   
IntheIntroduction，thedevelopmentoflibraryservicesandthefunctions  
ofcatalogandbibliographiccontrolandconditionsforestablishingstandardcata－  
logingrulesarestated．   
1 Myaiminst11dyingcatalogi王Igru1esinJapan   
Japanadoptedtheno－mainentrypI・inciple，takingintoconsiderationthat  
bothkanaandkardicharaetersareused血itswriting，intheeraofunit－Cardsys－  









thedevelopmentofthisthesis．Tems，SuChas“standardizationofcataloging   
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3 Bibliographiccontrolandcatalogs；functionsofthecatalogasa  
techniq11e，bibliographiccontrolinmodern1ibrariesareconsideredinthe  
aspectof”catalog山grules’’．The developmentoflibrarycatalogingrulesare  
measuredbasedonthedegreeofstandardizationofcatalogingrules．  










Text，Themainpartofthisthesisconsistsoftwochapters，andaconclu－   
SlOn．  
SectionI：Historicalstudyofstandardcatalogingrules   
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Inthissection，thehistoryofestablishJnentOfthestandardcatalogingrules  
血Japanwi11betraced．InlTheprecondition om establishing standard  











thosecatalogingru1esarestudied．Theね1lowingisthelist ofcatalogingrules  
studiedinthisthesis．  
















Thesecatalogingrulesare considered tobe the且rst standard cataloging  
ruleshJapan，forChheseandJapaneSebooks，Onthetitlemainentryprinciple・  
However，Iquestionaboutthevalidityofthisstatement，becausethoserulesfor－  
mallyappearedintheappendixtothe secondvolumeof“Method ofLibrarY  
ement”  Toshol（anl（anr血0  






forCh山eseandJapanesebooksinJapan．ftis an essentialelement払rbeing  
Standardizedtomadewideknownamongthepublic．  










q4 Nippon CatalogRules1942Edition（Nihonmokurok11kisoku  
1942nenbanbySeinenToshoknminRenmei：Leagueof￥oungLi－  
bradans，1943）andotIlerCatalogingr山es   




ernbooks．TheLeaguepublishedNippon CatalogRules1942editionin1943，  
whichbecamethebasecodeforcatalogingru1es血JapanafterWorldWarII・  





ofthese rules was made follo血鳩t，he advice ofR．B．Downs，missionary ffom  





－6 NipponCatalogingRules1965EditiorL（NihonmokurOkukisoktl  
1965nenbanbyNihonToshokanKyokai：JapanLibraryAssocia一  
也om，1965）  





main entryprinciple andadvocated analtemative method，Which came to be  
knownastheDescription－IndependentSystern，KiiutsuDokuritsuHoshiki．The  
leadingadvocatorofthsmethodwasKoichiMori．Hechal1engedthemainentry  
principleinfdspaper，“SeparationofHeadingsandDescription”in1955，and   




－7 NippoIICatalogingRlllesPrelimi工IaryEditionfbrthenewedition  











Withtheseproblems，NCR1977 didnotbecomeanationalstandard．   





1987asthe“NipponCatalogingRules，1987Edition，Whichstipulatedtheru1es M   
forbothbookandnon－bookmaterials，beingcompatiblealsowithMARC．Ac－  
COrdingly，thenameofitsentrymethodwaschangedto“DescriptionUnitSys－  
II tem，rnaintainingtheno－mainentrydiscipl血e．Itconsidersonematerialforre－  
COrdingasonebibliographicunit．Theseweretheimprovementsmade onthe  
preliminaryedition・Also，thememberswereaimingatcompi止ngru1eswhich  
WereCOmPatiblewiththe王SBDs，and“ISBDpunctuationM wasused，thoughthe   
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edition left four chapters untouched, 
－9 NipponCatalogingRdes RevisedEditionoftIle1987Edition  





†I tion．  












Editionofthe1987Edition．   
3 AnalysisofthestandardcatalogingnllesinJapan  
IanalyzedthestandardcatalogingrulesinJapanintothreetypes．   
① catalogingrulesbasedontitlem由nentryprinciple‥：2－1Cataloging   
rulesforChineseandJapanesebooks（Wakantosho mokurokuhensankisoku   
byNihonBunko王（yokai，1893），2－2Catalo如鳩rulesforCh血eseandJ叩aneSe   
books（Wakantoshomokuroku hensan gaisoku by Nihon Toshokan Kyokai，  
1910）2－3Catalogingrules forJapanese and Chinese books（Wakansho   
216  
mokurokuhobyNihonToshokanKyokai，1932）．  
② catalogingrulesbasedonauthormainentryprinciple‥‥2－4Nippon   
CatalogRules1942Edition（N山onmokurokukisoku1942nenbanbySeinen   
TosyokaninRenmei：LeagueofYourlgLibrarians，1943）andothercataloging   
rules．2－5NipponCatalogingRules1952Edition（Nihonmokurokukisoku1952   
nenbanbyNihonToshokanKyokai，1953），2－6NipponCatalogingRules1965   
Edition（Nihonmokurokukisoku1965nenban byNihonToshokan Kyokai，  
1965）．   
③ catalogingrulesbasedonno－ma山entrydiscipline：2－7NipponCata－  
logingRulesPreliminaryEditionforthenewedition（Nihonmokurokukisoku   
shinpan－yObibanbyN山onToshokanKyokai，1977）is catalogingrulesbasedon   
thephysicalunitsystem．2－8NipponCatalo由一gRules1987Edition（Nihon   
mokurokukisoku1987nenbanbyNihonToshokanKyokai，1987），2－9Nippon   
CatalogingRulesRevisedEditionofthe1987Edition（1987），2－10 Nippon   
CatalogingRules2ndRevisedEditionofthe1987Edition（2001）areCatalog－   
ingrulesbasedonthebibliographicunitsystem．  
SectioIltI：EvolutionoftIleCatalogdisputes：inJapan   
Inthissection，Ipointedoutthatseveralimportantdisputesweretakenup  
andstudiedhJapan．ThesenumerOuSdisputesinthestandardizingthecatalog－  








tablishment ofcatalogingru1esin thelibraryworldinJapan are examined by   





2 KoichiMoriandthe“Descriptio王トIndependentSystem”   




putes”，the mainentryprlnCiplebecamemerely analternative systemin the  
“NipponCatalogingRules”，Thosechangesandtheirmeaningsarehistorica11y  
Studiedinthissection．  
3 Unitsofbibliographicrecord／bibliographiclevel：aCCumulation  
Ofargumentsandtheir＄ignificance   






to the theory of the no－main entry systern，Which forms the basis of the  
“Description－Independentsystem”．Thisisthemethodofmakingaheadingfor  
anaccesspoint．AIso，thiscataloghgisrelatedtothetheoryofbibliographicunit  
andbibliographiclevel，   
Conclusion（丘n乱1seetion）  
In l：ThepresentandthefuttlreOfthecatal0gingrdes，theunique－  
nessofcatal0釦鳩rulesandcatalogingtheoryinJapanandthesufnciencyofcon－  
ditionsforstandardizingthecatalogingru1esarestated．   
218   
In 2：ThepreserLtandthefutureofthecatal0gingrule＄，Iacknowl－  
edgetheuniquenessofcatalogingrulesandcatalogingtheoryinJapan，discuss  
り the“deteriorationview givenbysorneanddiscussthefutureofcataloging．  
In 3：TheotltCOme，3－1：SllmmaryOfmyfindings，Istatedmy鮎1dings  
asfollows．王n“introduction”，fo1lowingsaremy且ndings．  
① Therelationsbetweenlibrariesandcatalogsandcatalog血gandstan－  
dardizationofcatalogingrulesinthemodernlibrariesarepresentedas  
anintroductiontothedevelopmentofthisthesis．  
② providingastandardizedcatalog血gruleswasessentialinanearly  
StageOfthe developmentofmodernlibraries and establishingastan－  
dardcatalog血gru1eswasthernostcriticalissueinthedevelopmentof  
Catalog．  







① catalogingru1esbasedontitlemainentryp血ciple．  
② catalogingru1esbasedonauthormainentryprinciple．  






Standardizingthecatalogingru1es．Theyledtothefurtherstandardization   














theoryinJapan and the sufnciency ofconditions forstandardiz止Ig the  
Catalogingru1esarestated・ln“2”，Iacknowledgetheuniquenessofcata－  
log血grulesandcatalog山gtheoryinJapananddiscussthe“deterioration  
II    View givenbysomeandthefutureofcataloging．   
王n“3”，：Theoutcome，3－1：Summaryoffindingsinmythesis（abovernen－  
tioned）．In3－2：fhalchapter，Ilayouttheconditionsforstandardizationofcata－  
1（唱mg．   
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非基本記入方式  29，101，132，136，140，148，   
153，162，172，200  
非基本記入論 142  
標準のレベル 163  
標準目録規則  21，22，42，50，55，59，95，98，   
127，128，199  
標目 129，146，148  
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98  
標目の形 171  
標目の選定 171  
標目指示 155  
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図書目録』  59  
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凝概則』（1893年j  77  
訂東京帝国大学附属図書館和漢番書名目録増加   
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『担】審館教育』（田中敬 同文館） 77  
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『図書館研究濃密』  85  
『図書館雑誌』 75，78，85．，105，111，117 
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『図書館ハンドプソク』（日本図書館協会刊）  
67  
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国賓単位 140，147  
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トレーシング 155  
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内容細目 175  
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分析レベル 142，157  
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年）  60  
米国図書館使節 199  
『本朝番籍目録』 55  
－ ま －  
マルチメディアの目録 180  
民間MARC l17  
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1963年 関西大学法学部卒業，その後，文学部教育学科にて天野敬太郎講師などか  
ら，図書館学を学ぶ。  
1965年 大阪府立大学図書館勤務（現在，学術情報センター）  
1978年 桃山学院大学社会学部助教授（1986年・同教授）  
1990年 桃山学院大学文学部教授  
1991年 桃山学院大学社会教育センター（現・エックスセンター）長  
1994嶋1995年 米国アリゾナ大学 ビジティング・フェロー  
1998年 桃山学院大学計算機センター（硯・情報センター）長   
2000年 図書館情報大学大学院情報メディア学専攻後期課程国内留学   
2002年 桃山学院大学経営学部教授（現在に至る）   
2004年 博士号（学位）個書館情緒学）を取得  
桃山学院大学総合朝究所所長（現在に至る）  
著作（単行本に限る）  
1978年『戦後英米作家研究図書：書誌と所在』U」田忠彦［ほか］と共著 日外アソシ  
エーツ  
1980年『資料組織法』（初版）木原過去，高鷲忠実と共著 第一法規  
1985年『資料組織法演習問題集』（初版）木原通夫，高鷲忠美と共編者 第一山法規  
（のち，「赤版」，「青版」，「マルチメディア版」）  
1986年『NDC変換便覧 新訂7－8版本表対照・相互索引，新訂6A－8版相互索  
引』野口恒雄と共編 日外アソシエーツ  
1987年『分類・目録法入門』（初版）木原過失と共著 第一法規  
2005年 新改訂4版（同2版以後，副書名「メディアの構成」付加）  





1996年『コンサイスAACR2』M．ゴーマン著，岩下康夫と共訳 日本図書館協会  
1998年『コンサイスAACR2R：プログラム式演習』E．J．ハンター著，岩下康夫と共   
238  
訳 日本国書館研究会  
『回春館概論』r新・図書館学シリーズ；1）前島重方と共掃著 樹村房  
『情報サービス：概説と情報サービス演習』平井尊士と共編著 学芸図書  
（2005年第2版）  
『資杜絶練論』（放送大学教材）高鷲忠英一と共著 送大学数育振興会  
1999年『図書館と情報機器・特論 情報メディアの活用12章』平井尊士と共編者 第  
一法規  
2000年『情報活用術』平井尊士，中崎修一と［共編著］ 学芸回書  
『学校図書館メディアの構成』（放送大学教材）高鷲忠実，北克一と共著 放  
送大学教育振興会  




エーツ p．114－ユ41  
『資料・メディア総論：図書館資料論・専門資料論t資料特論の統合化』山本  
順一と監幡著 学芸図書  
2003年『芥川龍之介の言売書遍歴：壮烈な読書のクロノロジー』赤潮雅子，山田忠彦と  
共著 学芸図書  
その他の教育活動  
放送大学客員教授，京都大学教育学部兼任講師（以上，現在に至る）。元，愛知   
学院大学，大阪教育大学，大阪女子大学，帝壕山学院大学，武庫川女子大学非常勤   
講師。桃山学院大学生活共同組合理事長（現在）。大阪府美原町図書館協議会会長   
（2005年ユ月の同町堺市合併まで）  
所属学会  
日本国書館情報学会（理事），日本国書館研究会（理事），情報メディア学会，日   
本比較文学会，図書館文化史研究会，資料組織化研究会，情報科学技術協会，日本   
図書館協会など。  
受賞  
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